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第 146回日商２級 第１回模擬問題 

 商 業 簿 記  
  

第１問（20点） 

 下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、次の中から最も適当と思われるものを選ぶこと。 

当 座 預 金  未 払 金  修 繕 費  研 究 開 発 費 

受 取 利 息  買 掛 金  資 本 金  売 掛 金 

減価償却累計額  その他資本剰余金  リ ー ス 債 務  備 品 

為 替 差 益  支 払 利 息  為 替 差 損  支 払 リ ー ス 料 

資 本 準 備 金  繰越利益剰余金  現 金  売 上 

未 収 入 金  リ ー ス 資 産  減 価 償 却 費  車 両 

       

１．会社の設立に際し、発行可能株式総数 8,000株のうち 1/4を 1株当たり￥18,000で発行し、その全株の引受

けと払込みを受け、払込金は当座預金に振り込まれた。なお、資本金の計上額は会社法規定の最低限度額とす

る。 

２．当社ではＡプロジェクトとＢプロジェクトの 2つの研究開発を行っており、Ａプロジェクトに働く研究員に

対する給料￥162,000 を現金にて支給し、Ｂプロジェクトに使用する備品を￥320,000 にて購入（代金は翌月

支払い）した。なお、当該備品は研究開発活動以外の用途には使用されないものである。 

３．保有する車両￥240,000の修繕を行い、修繕代金￥52,000は現金にて支払った。なお、当該修繕により耐用

年数が延長（車両の価値の増加）しており、￥52,000の内￥20,000は耐用年数延長部分によるものである。 

４．当社は 1 年前にリース会社より機械装置￥240,000 のリースを行うためにリース期間 3 年、リース料年

￥90,000（内、利息相当額￥10,000）を 1年ごとの後払いの条件によるリース契約を締結しており、リース料

の支払期限が到来したため、1 年分のリース料を現金にて支払った。なお、当該リース契約はオペレーティン

グ・リース取引に該当する。 

５．当社は国外企業であるハノイ商事㈱に対し商品 500ドルを輸出し、代金は掛けとした。なお、当該輸出時の

為替相場は 1ドルあたり￥98である。 

 

  



第 146回日商２級 第１回模擬問題 

   
  

第２問（20点） 

次の有価証券に係る一連の取引についての[資料]より、下記の問に答えなさい。ただし、利息を計算するにあ

たり、本問では便宜上すべて月割計算により行う。なお、会計期間は平成 28 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31

日であり、[資料]以外に有価証券に関わる取引は存在しない。 

 

[資料] 

日付 取引の内容 
仕訳帳の 

ページ数 

 平成 28年 満期保有目的で額面総額￥9,000,000の国債を額面￥100当たり￥96にて証券

会社より購入し、代金は端数利息とともに当座預金口座より支払った。なお、

当該社債は、平成 27年 8月 1日に発行され、利払日は毎年 1月および 7月の各

月末日、利率は年 3％、償還予定日は平成 32年 7月 31日である。 

2 
 

 6月 1日 

  7月 31日 上記国債の利払日を迎え、当社の当座預金口座に所定の金額が振り込まれた。 5 

 
10月 16日 

長期利殖目的で熊本商事㈱株式 1,200株を 1株当たり￥165にて購入し、手数

料￥3,600とともに後日支払うこととした。 
8 

 平成 29年 

上記国債の利払日を迎え、当社の当座預金口座に所定の金額が振り込まれた。 
12 

 1月 31日 

 
 2月 6日 

鹿児島製造㈱株式 4,200株を 1株当たり￥125にて購入し、代金は当座預金口

座より支払った。なお、鹿児島製造㈱の発行済株式総数は 7,000株である。 
16 

 

 3月 31日 

本日決算日を迎えたため、利息の見越及び金利調整額に関する決算整理仕訳

を行うとともに、必要な決算振替仕訳を行った。なお、当期末に保有している

有価証券の時価は次のとおりである。また、国債については、額面金額と取得

金額との差額は金利の調整の性格であると認められるため、定額法による償却

原価法を適用する。 

(1) 国 債   ￥ 98/口 

(2) 熊本商事㈱株式   ￥170/株 

(3) 鹿児島製造㈱株式   ￥120/株 

18 

  4月 1日 開始記入を行う。あわせて経過勘定項目について、再振替仕訳を行った。 1 

 

問１ 上記[資料]の① 平成 28年 6月 1日における国債の取得、② 平成 28年 10月 16日における熊本商事㈱株

式の取得、③ 平成 29年 2月 6日における鹿児島製造㈱株式の取得に関する仕訳を答えなさい。なお、勘定

科目は以下の語群から選択すること。 

          有価証券利息  売買目的有価証券  満期保有目的債券  当 座 預 金  

 関連会社株式  未 払 金  子 会 社 株 式  その他有価証券  

         
問２ 有価証券利息勘定の記入（残高式）を示しなさい。ただし、赤字で記入すべき箇所も黒で記入すること。 

問３ 当期のその他有価証券評価差額金はいくらになるか。答案用紙の（  ）に「損」または「益」の文字を

記入したうえで金額を答えなさい。 

  



第 146回日商２級 第１回模擬問題 

   
  

第３問（20点） 

次に示したＣＰＡ株式会社の[資料１]から[資料３]にもとづいて、答案用紙の損益計算書を完成しなさい。な

お、会計期間は平成 28年 4月 1日から平成 29年 3月 31日までの 1年間である。 

 

[資料１] 決算整理前残高試算表 

  決算整理前残高試算表 （単位：円）  

      借   方 勘 定 科 目 貸   方  

 272,500 現 金 預 金   

 124,900 受 取 手 形   

 177,900 売 掛 金   

 20,000 クレジット売掛金   

 222,500 繰 越 商 品   

 64,000 仮 払 法 人 税 等   

  貸 倒 引 当 金 4,800  

 1,500,000 建 物   

 840,000 車 両   

 560,000 備 品   

  建物減価償却累計額 594,800  

  車両減価償却累計額 301,200  

  備品減価償却累計額 265,400  

 1,200,000 土 地   

 240,000 貸 付 金   

  支 払 手 形 101,500  

  買 掛 金 141,800  

  未 払 金 23,400  

  退 職 給 付 引 当 金 157,200  

  資 本 金 3,000,000  

  利 益 準 備 金 200,000  

  繰 越 利 益 剰 余 金 115,700  

  売 上 2,162,600  

  受 取 利 息 3,600  

  固 定 資 産 売 却 益 8,900  

 1,452,200 仕 入   

 212,200 給 料   

 2,400 貸 倒 損 失   

 12,100 租 税 公 課   

 14,400 保 険 料   

 12,900 火 災 損 失   

 152,900 減 価 償 却 費   

 7,080,900  7,080,900  

       



第 146回日商２級 第１回模擬問題 

[資料２] 未処理事項 

１．得意先岩根商事㈱に対する売掛金￥12,800 について、同社の倒産により回収不能となったが未処理である。

なお、売掛金￥12,800の内、前期に販売した商品に係るものは￥4,500であり、残額は当期に販売した商品に

係るものである。 

２．平成 28年 7月 1日に不動産会社より建物￥200,000及び土地￥120,000を購入し、取得に伴う建物の不動産

取得税￥20,000 および土地の整地費用￥12,000 を含めた代金は翌月払いとしたが未処理である。なお、同日

より営業の用に供している。また、この他、前期より保有している固定資産に係る固定資産税￥8,500 を現金

にて納付しているが未処理である。 

３．当社ではクレジット取引を除き、商品売買については掛けにより取引を行っており、売上の計上については

検収基準によっているが、平成 29年 3月 30日に出荷した商品（売価￥30,000、原価￥20,000）につき当期中

に検収が完了している旨の連絡を得意先より受けたが未処理である。 

 

[資料３] 決算整理事項 

１．貸倒引当金はクレジット売掛金に対し 1％、受取手形および売掛金に対し 2％を差額補充法により設定する。 

２．期末商品帳簿棚卸高は￥242,000（取得原価）、期末商品実地棚卸高￥212,500（正味売却価額）であり、当

該差異の原因は上記[資料２]３．の商品が帳簿棚卸高に含まれていたことによるものおよび商品に生じた評価

損である。なお、棚卸減耗は生じていない。 

３．保険料は平成 28 年 8 月 1 日に 1 年間分の火災保険料を支払った際に計上したものであるため、次期に係る

分の保険料の繰延を行う。 

４．有形固定資産の減価償却は次のとおり行う。なお、期中で取得したものについての減価償却計算については

月割計算によること。 

建物 既存保有分 耐用年数 30年 定 額 法 残存価額 10％ 償却率  0.034 

期中取得分 耐用年数 20年 定 額 法 残存価額  0  償却率  0.050 

車両 既存保有分 耐用年数 5年 生産高比例法 残存価額  0  当期走行距離 25,500㎞ 

期中取得分 耐用年数 8年 生産高比例法 残存価額  0  当期走行距離 8,500㎞ 

備品       耐用年数 10年 200％定率法 残存価額  0  償却率（    ） 

(1) 車両のうち￥380,000 は平成 28 年 9 月１日に取得（同日より使用）したものである。なお、車両の総走

行可能距離はいずれも 212,500㎞である。 

(2) 減価償却費は、概算額で建物は￥4,000、車両は￥4,100、備品は￥5,800を 4月から 2月までの月次決算

で計上しているが、減価償却費の年間確定額との差額を決算月で計上する。 

５．当期の退職給付費用の計上額は￥84,200 である。なお、当期中の従業員への退職の支払額￥42,200 を給料

勘定で計上している。 

６．貸付金は平成 28年 7月 1日に貸し付けたものであり、貸付条件は利率年 3％、利払年 2回（6月末、12月末）、

貸付期間 3年である。なお、当期末において同債権に対し 3％の貸倒引当金を設定する。 

７．当期の課税所得の 50％を法人税、住民税及び事業税として計上し、仮払法人税等（中間納付額及び源泉所得

税等の計上額）との差額を未払法人税等として計上する。なお、税引前当期純利益に申告調整項目を加減算し、

課税所得を算出するものとし、会計上と税法上との差異は加算項目が￥96,800、減算項目￥23,770である。 

  



第 146回日商２級 第１回模擬問題 

 工 業 簿 記  
  

第４問（20点） 

 中庸工業㈱は、同一工程で等級製品Ａ、Ｂ、Ｃを連続生産している。製品原価の計算方法は、１か月の完成品

総合原価を、各等級製品１個当たりの重量によって定められた等価係数に完成量を乗じた積数の比で、各等級製

品に按分する方法を採用している。次の［資料］に基づいて、当月の月末仕掛品原価、完成品総合原価及び等級

製品Ａ、Ｂ、Ｃの製品原価を計算しなさい。なお、原価投入額合計を完成品総合原価と月末仕掛品原価に按分す

る方法には先入先出法を用いるものとする。また、正常仕損は工程の終点で発生し、当該仕損品については40,000

円の処分価値がある。 

 

［資料］ 

１．生産データ   （単位：個） 

月初仕掛品 600 (30％) 

当 月 投 入 9,400  

合 計 10,000  

正 常 仕 損 500  

月末仕掛品 800 (20％) 

完 成 品 8,700  

  (注) 完成品は、Ａが3,500個、Ｂが2,000個、Ｃが3,200個である。また、材料は工程の始点で投入し、 

    （ ）内は加工進捗度である。 

２．原価データ 

月初仕掛品原価   

直接材料費 480,000 円 

加 工 費 216,000  

小計 696,000 円 

当月製造費用   

直接材料費 7,520,000 円 

加 工 費 11,016,000  

小計 18,536,000 円 

合計 19,232,000 円 

３．製品１個当たりの重量（単位：ｇ） 

Ａ Ｂ Ｃ 

360 240 300 

 

 

  



第 146回日商２級 第１回模擬問題 

   
  

第５問（20点） 

 Ｚ社は製品Ａを量産しており、標準原価計算を採用している。次の［資料］にもとづいて、下記の各問に答え

なさい。なお、製造間接費の配賦は変動予算を用い、機械加工時間を基準に配賦し、能率差異は変動費のみから

なるものとする。 

［資料］ 

１．製品Ａ１個の標準機械加工時間   1.5時間 

２．当月正常直接作業時間      8,000時間 

３．当月正常機械加工時間      9,000時間 

４．製造間接費標準配賦率      850円/時間 

５．当月生産データ 

   月初仕掛品   500個（加工進捗度60％） 

   当月完成品  5,000個 

   月末仕掛品  1,000個（加工進捗度80％） 

６．当月の実際機械加工時間  8,988時間 

７．当月実際製造間接費 

変 動 費  1,502,660円 

固 定 費  5,760,000円 

合 計  7,262,660円 

   (注)固定費の発生額は予算と同額であった。 

 

 

問１ 変動製造間接費の標準配賦率を計算しなさい。 

問２ 当月の標準配賦額を計算しなさい。 

問３ 製造間接費の差異分析を行いなさい。 

 

 

 

 



第 146回日商２級 第１回模擬問題  
採 点 欄 

第
１
問 

 

 

 

 

専門学校 東京ＣＰＡ会計学院 受験番号 

第146回 日商簿記検定模擬問題 氏名 

2 級 ① 

生年月日 ．  ．   

 

 商 業 簿 記   

  

第１問（20点） 

 

仕                    訳 

借  方  科  目 金   額 貸  方  科  目 金   額 

１ 

    

２ 

    

３ 

    

４ 

    

５ 

    

 

  



第 146回日商２級 第１回模擬問題  
採 点 欄 

第
２
問 

 

 

 

 

専門学校 東京ＣＰＡ会計学院 受験番号 

第146回 日商簿記検定模擬問題 氏名 

2 級 ② 

生年月日 ．  ．   

 

 商 業 簿 記   

  

第２問（20点） 

問１ 

 

仕             訳 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

①     

②     

③     

 

問２ 

  有 価 証 券 利 息   

       日  付 
摘   要 

仕

丁 
借   方 貸   方 

借また 

は貸 
残   高 

年 月 日 

28 6 1       

         

         

         

         

         

         

         

          

問３ 

その他有価証券評価差額金 ￥ 
 

（   ） 

 

  



第 146回日商２級 第１回模擬問題  
採 点 欄 

第
３
問 

 

 

 

 

専門学校 東京ＣＰＡ会計学院 受験番号 

第146回 日商簿記検定模擬問題 氏名 

2 級 ③ 

生年月日 ．  ．   

 

 商 業 簿 記   

  

第３問（20点） 

 損 益 計 算 書  

ＣＰＡ株式会社 自：平成28年4月1日 至：平成29年3月31日 （単位：円） 

Ⅰ 売 上 高       （  ） 

Ⅱ 売 上 原 価          

 １  期 首 商 品 棚 卸 高   （  ）     

 ２  当 期 商 品 仕 入 高   （  ）     

   計   （  ）     

 ３  期 末 商 品 棚 卸 高   （  ）     

   差 引   （  ）     

 ４ （  ）  （  ）  （  ） 

   売 上 総 利 益       （  ） 

Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費          

 １  貸 倒 損 失   （  ）     

 ２  貸 倒 引 当 金 繰 入   （  ）     

 ３  建 物 減 価 償 却 費   （  ）     

 ４  備 品 減 価 償 却 費   （  ）     

 ５  車 両 減 価 償 却 費   （  ）     

 ６  給 料   （  ）     

 ７  保 険 料   （  ）     

 ８  租 税 公 課   （  ）     

 ９ （  ）  （  ）  （  ） 

   営 業 利 益       （  ） 

Ⅳ 営 業 外 収 益          

  （  ）      （  ） 

Ⅴ 営 業 外 費 用          

  （  ）      （  ） 

   経 常 利 益       （  ） 

Ⅵ 特 別 利 益          

  （  ）      （  ） 

Ⅶ 特 別 損 失          

  （  ）      （  ） 

   税 引 前 当 期 純 利 益       （  ） 

   法人税、住民税及び事業税        （  ） 

   当 期 純 利 益       （  ） 

 
 



第 146回日商２級 第１回模擬問題  
採 点 欄 

第
４
問 

 

第
５
問 

 

 

専門学校 東京ＣＰＡ会計学院 受験番号 

第146回 日商簿記検定模擬問題 氏名 

2 級 ④ 

生年月日 ．  ．   

 

 工 業 簿 記   

  

第４問（20点） 

月 末 仕 掛 品 原 価 ＝  円 

    
完 成 品 総 合 原 価 ＝  円 

    
等 級 製 品 Ａ の 完 成 品 原 価 ＝  円 

    
等 級 製 品 Ｂ の 完 成 品 原 価 ＝  円 

    
等 級 製 品 Ｃ の 完 成 品 原 価 ＝  円 

 

第５問（20点） 

問１ 変動製造間接費の標準配賦率 ＝  円／時間 

     
問２ 当 月 の 標 準 配 賦 額 ＝  円 

     
問３ 製造間接費総差異 ＝  円 (      ) 

      
 予 算 差 異 ＝  円 (      ) 

      
 能 率 差 異 ＝  円 (      ) 

      
 操 業 度 差 異 ＝  円 (      ) 

   ※（ ）内には、有利の場合「有利差異」、不利の場合「不利差異」と記入すること。 
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 日商簿記検定㸰級 第㸯回 模擬問㢟－解答－  

第㸯問㸦「0Ⅼ㸧 

 

             訳 

借 方 科 目 金 㢠 ㈚ 方 科 目 金 㢠 

㸯 
当 座 預 金 

 

36,000,000 

 

資 本 金 

資 本 準 備 金 

18,000,000 

18,000,000 

㸰 
研 究 開 発 費 

 

482,000 

 

現 金 

未 払 金 

162,000 

320,000 

㸱 
車 両 

修 繕 費 

20,000 

32,000 

現 金 

 

52,000 

 

㸲 支 払 リ ー ス 料 90,000 現 金 90,000 

㸳 売 掛 金 49,000 売 上 49,000 

ࠝ採Ⅼ基準㸸各 4 Ⅼࠞ 
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第㸰問㸦「0Ⅼ㸧 

問㸯 

 

             訳 

借 方 科 目 金 㢠 ㈚ 方 科 目 金 㢠 

ձ 
満 期 保 有 目 的 債 券 

有 価 証 券 利 息 

8,640,000 

90,000 

当 座 預 金 

 

8,730,000 

 

ղ そ の  有 価 証 券 201,600 未 払 金 201,600 

ճ 子 会 社 株 式 525,000 当 座 預 金 525,000 

 

問㸰 

  ᭷ 価 証 券 利 息   

日  付 
摘   要 



 
借   方 ㈚   方 

借ࡓࡲ 

 ㈚ࡣ
残   高 

ᖺ ᭶ 日 

「8 買 1 当 座 預 金 2 90,000  借 90,000 

 7 31 当 座 預 金 5  135,000 貸 45,000 

29 1 31 当 座 預 金 12  135,000 〃 180,000 

 3 31 未収有価証券利息 18  45,000 〃 225,000 

 〃 〃 満期保有目的債券 〃  72,000 〃 297,000 

 〃 〃 損 益 〃 297,000    

     387,000 387,000   

 4 1 未収有価証券利息 1 45,000  借 45,000 

※ ᖹ成 「9 ᖺ 」 ᭶ 」1 日࠾けࡿ᭷価証券利息ࡢ見越及び償却原価法ࡣ㡰同ࠋ 

問㸱 

 ᭷価証券評価差㢠金 ￥ 2,400 㸦 益 㸧ࡢࡑ

 

ࠝ採Ⅼ基準㸸問㸯 各 」 Ⅼࠊ問㸰    ࡁࡘ 「 Ⅼࠊ問㸱 」 Ⅼࠞ  
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第㸱問㸦「0Ⅼ㸧 

 損 益 計 算 書  

㹁Ｐ㸿株式会社 自㸸ᖹ成「8ᖺ4᭶1日 至㸸ᖹ成「9ᖺ」᭶」1日 㸦単㸸円㸧 

Ϩ 売 ୖ 高       㸦 2,192,600 㸧 

ϩ 売 ୖ 原 価          

 㸯  期 首 商 品 棚 卸 高   㸦 222,500 㸧     

 㸰  当 期 商 品  入 高   㸦 1,452,200 㸧     

   計   㸦 1,674,700 㸧     

 㸱  期 ᮎ 商 品 棚 卸 高   㸦 222,000 㸧     

   差 引   㸦 1,452,700 㸧     

 㸲 㸦 商 品 評 価 損 㸧  㸦 9,500 㸧  㸦 1,462,200 㸧 

   売 ୖ 総 利 益       㸦 730,400 㸧 

Ϫ 販 売 費 及 び ୍ 般 管 理 費          

 㸯  ㈚ 倒 損 失   㸦 10,700 㸧     

 㸰  ㈚ 倒 引 当 金 繰 入   㸦 6,300 㸧     

 㸱  建 物 減 価 償 却 費   㸦 54,150 㸧     

 㸲  備 品 減 価 償 却 費   㸦 71,680 㸧     

 㸳  車 両 減 価 償 却 費   㸦 70,400 㸧     

 㸴  給 料   㸦 170,000 㸧     

 㸵  保 険 料   㸦 9,600 㸧     

 㸶  租 税 公 課   㸦 20,600 㸧     

 㸷 㸦 退 職 給 付 費 用 㸧  㸦 84,200 㸧  㸦 497,630 㸧 

   営 業 利 益       㸦 232,770 㸧 

ϫ 営 業 外 収 益          

  㸦 ཷ ྲྀ 利 息 㸧      㸦 5,400 㸧 

Ϭ 営 業 外 費 用          

  㸦 貸 倒 引 当 金 繰 入 㸧      㸦 7,200 㸧 

   経 常 利 益       㸦 230,970 㸧 

ϭ 特 ู 利 益          

  㸦 固 定 資 産 売 却 益 㸧      㸦 8,900 㸧 

Ϯ 特 ู 損 失          

  㸦 火 災 損 失 㸧      㸦 12,900 㸧 

   税 引 前 当 期 純 利 益       㸦 226,970 㸧 

   法人税ࠊఫ民税及び事業税       㸦 150,000 㸧 

   当 期 純 利 益       㸦 76,970 㸧 

ࠝ採Ⅼ基準㸸   ࡁࡘ「Ⅼࠞ 
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第㸲問㸦「0Ⅼ㸧 

᭶ ᮎ  掛 品 原 価 ＝ 832,000 円 

    
完 成 品 総 合 原 価 ＝ 18,360,000 円 

    
等 級 製 品 㸿 ࡢ 完 成 品 原 価 ＝ 8,568,000 円 

    
等 級 製 品 㹀 ࡢ 完 成 品 原 価 ＝ 3,264,000 円 

    
等 級 製 品 㹁 ࡢ 完 成 品 原 価 ＝ 6,528,000 円 

ࠝ採Ⅼ基準㸸各 4 Ⅼࠞ 

第㸳問㸦「0Ⅼ㸧 

問㸯 変動製造間接費ࡢ標準配賦率 ＝ 210 円㸭時間 

ࠝ採Ⅼ基準㸸4 Ⅼࠞ 

問㸰 当 ᭶ ࡢ 標 準 配 賦 㢠 ＝ 7,012,500 円 

ࠝ採Ⅼ基準㸸4 Ⅼࠞ 

問㸱 製造間接費総差異 ＝ 250,160 円 。 不利差異 〃 

      

 予 算 差 異 ＝ 384,820 円 。 有利差異 〃 

      

 能 率 差 異 ＝ 154,980 円 。 不利差異 〃 

      

 操 業 ᗘ 差 異 ＝ 480,000 円 。 不利差異 〃 

ࠝ採Ⅼ基準㸸各 」 Ⅼ㸦差異ࡢ᭷利࣭利ุࡢ定ࢆ含ࡴ㸧ࠞ  
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 日商簿記検定㸰級 第㸯回 模擬問㢟－解説－  

第㸯問 

㸯㸬会社ࡢ設立際࡚ࡋ株式ࢆ発行ࡓࡋ場合ࡣ資ᮏ金㸦ࡼ࠾び資ᮏ準備金㸧ࡀ計ୖさࡿࢀこࠊࡀࡿ࡞会社法ࡀ

規定࡚ࡋいࡿ資ᮏ金計ୖ㢠ࡣ原則࡚ࡋ全㢠ࠊ例外的࡛ࡲ」/1資ᮏ金計ୖࡎࡏ資ᮏ準備金計ୖ࡛ࡿࡁこさ

 ࠋࡿࡍ計ୖび資ᮏ準備金ࡼ࠾資ᮏ金ࢆ」/1ࢀࡒࢀࡑࠊࡵࡓࡿあ࡛」/1ࡣ最ప計ୖ㢠ࡢ資ᮏ金ࠊ࡚ࡗࡼࠋࡿい࡚ࢀ

㸰㸬研究員対ࡿࡍ給料ࡣ研究開発費ࠊࡾ࡞研究開発以外ࡢ用途ࡣ使用さ࡞ࢀい備品ࢆ購入ࡓࡋ場合ྲྀࠊࡶ得

時研究開発費࡚ࡋ計ୖࠋࡿࡍ 

㸱㸬車両ࡢ修繕ࡢうちࠊ耐用ᖺ数ࡀ延長ࡓࡋศࡣ車両ࡢ資産価値ࡀ増加ࡓࡋ考えࠊࡵࡓࡿࢀࡽ資ᮏ的支出該当ࠊࡋ

車両࡚ࡋ計ୖࢀࡑࠊࡓࡲࠋࡿࡍ以外ࡢ部ศࡣ原状回復費用考えࠊࡵࡓࡿࢀࡽ収益的支出該当ࠊࡋ修繕費ࡋ

࡚計ୖࠋࡿࡍ 

㸲㸬࣮ࣜྲྀࢫ引ࡢうちࠊファࢼンྲྀࢫ࣮࣭ࣜࢫ引該当ࡿࡍ場合ࠊ売㈙ྲྀ引㸦固定資産ࡢ購入㸧ࢫ࣮ࣜࠊ࡚ࡋ資

産及び࣮ࣜࢫ債ົࢆ計ୖࠊࡀࡿࡍオペ࣮ࣞࢸンྲྀࢫ࣮࣭ࣜࢢ引該当ࡿࡍ場合ࠊ賃㈚借ྲྀ引㸦固定資産ࡢ賃借㸧

 ࠋࡿࡍ費用計ୖ࡚ࡋ料ࢫ支払࣮ࣜࠊ࡚ࡋ

㸳㸬国外企業商品ࢆ販売ࡓࡋ場合ࠊ販売価㢠࡚ࡗࡼࣝࢻࡀいࠊࡵࡓࡿ日ᮏ円換算ࢆ行う必要ࡀあࠊࡵࡓࡢࡑࠋࡿ

販売価㢠㸦ࣝࢻ㸧輸出時ࡢⅭ替相場ࢆ乗ࡿࡌこࠊࡾࡼ売掛金及び売ୖࡢ円換算㢠ࠋࡿࡍ 

 

第㸰問 

᭷価証券ྲྀࡢ得形態及び満期保᭷目的債券୍ࡢ連ࡢ会計処理ࡘい࡚問わ࡚ࢀいࠋࡿ 

問㸯 

᭷価証券ྲྀࡢ得関ࡿࡍ訳ࢆ解答ࡿࡍ問㢟࡛あࠊࡀࡿ端数利息ࡼ࠾び付随費用ࡾࡗࡋࢆ区ูࡿࡍこࡀ重

要࡛あࠋࡿ 

ձ ᖹ成 「8 ᖺ 買 ᭶ 1 日࠾けࡿ国債ྲྀࡢ得 

満期࡛ࡲ保᭷ࡿࡍこࢆ目的ྲྀ࡚ࡋ得࡚ࡋいࠊࡵࡓࡿ満期保᭷目的債券࡚ࡋ計ୖࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍ前回ࡢ利

払日ྲྀࡽ得時ࡢ࡛ࡲ端数利息ࡘい࡚ࠊࡣ次回利払日ࡢ利息ྲྀཷࡢ㢠ࡽ減㢠ྲྀࠊࡵࡓࡿࡍ得原価ࡣ含ࡵ

 ࠋࡿࡍ処理࡚ࡋ減少ࡢ᭷価証券利息ࡎ

࣭ྲྀ得価㢠㸸￥9,000,000㸦㢠面総㢠㸧×￥9買/￥100＝￥8,買40,000 

࣭端数利息㸸￥9,000,000㸦㢠面総㢠㸧×」％×4 ᭶㸦ᖹ成 「8 ᖺ 「 ᭶㹼5 ᭶㸧/1「  ᭶＝￥90,000

ղ ᖹ成 「8 ᖺ 10 ᭶ 1買 日࠾けࡿ熊ᮏ商事㈱株式ྲྀࡢ得 

売㈙目的ࠊ満期保᭷目的ࠊ子会社及び関連会社目的ࡢいࡶࢀࡎ該当࡞ࡋいࡢࡑࠊࡵࡓࡢ保᭷目的ࡿࡼ

得ྲྀࠊࡵࡓࡿ付随費用࡛あࡿ係購入ࠊࡣ手数料ࡢ証券会社ࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍ計ୖࢆ᭷価証券ࡢࡑ࡚ࡋࡢࡶ

価㢠算入ࠋࡿࡍ 

1,「00 株×㸾￥1買5㸦購入代価㸧＋￥」,買00㸦付随費用㸧＝￥「01,買00 

ճ ᖹ成 「9 ᖺ 「 ᭶ 買 日࠾けࡿ鹿児島製造㈱株式ྲྀࡢ得 

ྲྀ得株式割合ࡀ 50％超࡛あࡵࡓࡿ㸦ྲྀ得株式 4,「00 株平発行済株式総数 貸,000 株＝買0％㸧ࠊ鹿児島製造㈱ࡢ

支配ࢆ獲得࡚ࡋいࡿこࠊࡽ子会社株式࡚ࡋ計ୖࠋࡿࡍ 

問㸰 

㸯㸬ᖹ成 「8 ᖺ 買 ᭶ 1 日㸦ྲྀ得日㸧 

国債ྲྀࡢ得伴う端数利息ࢆ計ୖࠋࡿࡍ㸦ୖ記問㸯ձ参照㸧 

㸰㸬ᖹ成 「8 ᖺ 貸 ᭶ 」1 日࣭ᖹ成 「9 ᖺ 1 ᭶ 」1 日㸦利払日㸧 

利払日࠾けࡿ半ᖺศࡢ利息ࢆ計ୖࠋࡿࡍ 

。借〃 当 ᗙ 預 金 1」5,000 。㈚〃 ᭷ 価 証 券 利 息 1」5,000 

※ ￥9,000,000㸦㢠面総㢠㸧×」％×買 」᭶/1  ᭶＝￥1」5,000
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解答࣭解説 買 / 1「 

㸱㸬ᖹ成 「9 ᖺ 」 ᭶ 」1 日㸦決算日㸧 

。1〃 ᭷価証券利息ࡢ見越計ୖ 

。借〃 ᮍ 収 ᭷ 価 証 券 利 息 45,000 。㈚〃 ᭷ 価 証 券 利 息 45,000 

※ ￥9,000,000㸦㢠面総㢠㸧×」％×「 ᭶㸦ᖹ成 「9 ᖺ 「 ᭶㹼」 ᭶㸧/1「  ᭶＝￥45,000

。「〃 償却原価法 

。借〃 満 期 保 ᭷ 目 的 債 券 貸「,000 。㈚〃 ᭷ 価 証 券 利 息 貸「,000 

※ ｛￥9,000,000㸦㢠面総㢠㸧㸫￥8,買40,000㸦ྲྀ得価㢠㸧㹻×10 ᭶㸦ᖹ成 「8 ᖺ 買 ᭶㹼ᖹ成 「9 ᖺ 」 ᭶㸧/50

᭶㸦ᖹ成 「8 ᖺ 買 ᭶㹼ᖹ成 」「 ᖺ 貸 ᭶㸧＝￥貸「,000 

㸲㸬ᖹ成 「9 ᖺ 4 ᭶ 1 日㸦翌期首㸧 

。借〃 ᭷ 価 証 券 利 息 45,000 。㈚〃 ᮍ 収 ᭷ 価 証 券 利 息 45,000 

問㸱 

 ࠋࡿࡍ計ୖ࡚ࡋ᭷価証券評価差㢠金ࡢࡑࡣ差㢠ࡢ得原価ྲྀࠊ行いࢆ時価評価ࡣい࡚ࡘ᭷価証券ࡢࡑ

。借〃 ࡑ ࡢ  ᭷ 価 証 券 「,400 。㈚〃 ࡢࡑ᭷価証券評価差㢠金 「,400 

※ 1,「00 株×㸾￥1貸0㸦当期ᮎ時価㸧㸫￥「01,買00㸦ྲྀ得原価㸧＝￥「,400㸦評価益㸧 

 

第㸱問 

損益計算書作成問㢟࡛あࠊࡾ固定資産㸦減価償却㸧ࢆ中心問わ࡚ࢀいࠊ࠾࡞ࠋࡿ◆印ࡣ解答ࡢ数値ࡢ計算過程ࢆ

示࡚ࡋいࠋࡿ 

㸯㸬ᮍ処理事㡯 

。1〃 ㈚倒ࢀ 

前期発生債権ࡢ㈚倒ࡣࢀ前期ᮎ㈚倒引当金ࡀ設定さ࡚ࢀいࠊࡵࡓࡿ㈚倒引当金ࡾࡼ補填ࠊࡋ当期発生債権

 ࠋࡿࡍ計ୖ࡚ࡋ㈚倒損失ࡣࢀ㈚倒ࡢ

。借〃 ㈚ 倒 引 当 金 4,500 。㈚〃 売 掛 金 1「,800 

㈚ 〃ࠌ。 倒 損 失 8,」00    

※ ㈚倒損失㸸￥1「,800㸫￥4,500＝￥8,」00 

    ◆ ㈚倒損失㸸￥「,400㸦整理前９/B㈚倒損失㸧＋￥8,」00＝￥10,貸00 

。「〃 固定資産ྲྀࡢ得等 

整地費用や動産ྲྀ得税ྲྀࡣ得ࡵࡓࡢ要ࡓࡋ費用࡚ࡋ付随費用該当ྲྀࠊࡵࡓࡿࡍ得原価算入࡞ࠋࡿࡍ

 ࠋࡿࡍ計ୖ࡚租税公課ࡣ支払いࡢ固定資産税ࠊ࠾

。借〃 建 物 「「0,000 。㈚〃 ᮍ 払 金 」5「,000 

土 〃ࠌ。 地 1」「,000    

。借〃 租 税 公 課 8,500 。㈚〃 現 金 預 金 8,500 

※ 建物㸸￥「00,000㸦購入代価㸧＋￥「0,000㸦付随費用㸧＝￥「「0,000 

※ 土地㸸￥1「0,000㸦購入代価㸧＋￥1「,000㸦付随費用㸧＝￥1」「,000 

    ◆ 租税公課㸸￥1「,100㸦整理前９/B租税公課㸧＋￥8,500＝￥「0,買00 

。」〃 売ୖ計ୖ 

当社ࡣ売ୖࡢ計ୖࡣ検収基準ࠊࡾ࠾࡚ࡗࡼ得意先࡛検収ࡀ完了࡚ࡋいࠊࡵࡓࡓ当期ࡢ売ୖ࡚ࡋ計ୖࠋࡿࡍ 

。借〃 売 掛 金 」0,000 。㈚〃 売 ୖ 」0,000 

    ◆ 売ୖ㸸￥「,1買「,買00㸦整理前９/B売ୖ㸧＋￥」0,000＝￥「,19「,買00 
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㸰㸬決算整理事㡯 

。1〃 ㈚倒引当金ࡢ設定 

ୖ記㸯㸬。1〃ࡼ࠾び。」〃࡛売掛金及び㈚倒引当金ࡀ変動࡚ࡋいࠊࡵࡓࡿ注意ࡿࡍこࠋ 

。借〃 ㈚ 倒 引 当 金 繰 入 買,」00 。㈚〃 ㈚ 倒 引 当 金 買,」00 

※ ｛￥1「4,900㸦整理前 ９/B ཷྲྀ手形㸧＋￥1貸貸,900㸦整理前 ９/B 売掛金㸧㸫￥1「,800㸦回収能㸧＋￥」0,000

㸦売ୖ計ୖ㸧㹻×「％＋￥「0,000㸦整理前 ９/B 売掛金㸧×1％㸫｛￥4,800㸦整理前ࢺッࢪࣞࢡ ９/B ㈚倒引当金㸧

㸫￥4,500㸦前期発生債権㈚倒㸧㹻＝￥買,」00 

。「〃 売ୖ原価ࡢ算定 

帳簿棚卸高ࡢ中売ୖ計ୖࡓࡋ商品ࡀ含࡚ࢀࡲいࠊࡵࡓࡿこࢆࢀ控除ࡓࡋ金㢠ࡀ損益計算書ࡢ期ᮎ商品棚卸高

売ୖ原価຺ࡣ売ୖ原価ࠊࡣい࡚࠾ᮏ解説ࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍ計ୖ࡚ࡋ商品評価損ࡣ差㢠ࡢ正味売却価㢠ࠊࡾ࡞

定࡚算定ࠋࡿࡍ 

。借〃 売 ୖ 原 価 「「「,500 。㈚〃 繰 越 商 品 「「「,500 

。借〃 売 ୖ 原 価 1,45「,「00 。㈚〃  入 1,45「,「00 

。借〃 繰 越 商 品 「「「,000 。㈚〃 売 ୖ 原 価 「「「,000 

。借〃 商 品 評 価 損 9,500 。㈚〃 繰 越 商 品 9,500 

。借〃 売 ୖ 原 価 9,500 。㈚〃 商 品 評 価 損 9,500 

※ 期ᮎ商品㸸￥「4「,000㸦帳簿棚卸高㸧㸫￥「0,000㸦売ୖ計ୖศ商品原価㸧＝￥「「「,000 

※ 商品評価損㸸￥「「「,000㸦修正後帳簿棚卸高㸧㸫￥「1「,500㸦正味売却価㢠㸧＝￥9,500 

。」〃 保険料ࡢ繰延 

。借〃 前 払 保 険 料 4,800 。㈚〃 保 険 料 4,800 

※ ￥14,400㸦整理前 ９/B 保険料㸧×4 ᭶㸦ᖹ成 「9 ᖺ 4 ᭶㹼貸 ᭶㸧/1「  ᭶＝￥4,800

    ◆ 保険料㸸￥14,400㸦整理前９/B保険料㸧㸫￥4,800＝￥9,買00 

。4〃 減価償却 

ᖺ間確定㢠ࢆ算出ࠊࡋ当期ศ既計ୖさ࡚ࢀいࡿ減価償却費ࢆ控除ࡓࡋ金㢠ࠊࡀ決算࠾い࡚計ୖࡁࡍ減

価償却費㸦」 ᭶ศ＋概算実際ࡢ差㢠㸧ࠋࡿ࡞ 

ձ 建物 

期中࡛ྲྀ得ࡓࡋ建物ࡘい࡚ࠊࡣ᭶割計算ࢆ行うࠋ 

。借〃 建 物 減 価 償 却 費 10,150 。㈚〃 建 物 減 価 償 却 累 計 㢠 10,150 

※ 減価償却費 

࣭既存保᭷ศ㸸￥1,500,000㸦整理前 ９/B 建物㸧×0.9×0.0」4＝￥45,900 

࣭当期ྲྀ得ศ㸸￥「「0,000㸦期中ྲྀ得建物ୖࠊ 記㸯㸬。「〃㸧×0.050×9 ᭶㸦ᖹ成 「8 ᖺ 貸 ᭶㹼ᖹ成 「9 ᖺ 」 ᭶㸧

/1「  ᭶＝￥8,「50   合計￥54,150

∴ ￥54,150㸦ᖺ間確定㢠㸧㸫￥4,000×11  ᭶㸦概算㢠㸧＝￥10,150

ղ 車両 

生産高比例法ࡾࡼ減価償却ࢆ行࡚ࡗいࠊࡵࡓࡿ当期走行距㞳ࡣ使用᭶数ศ対応࡚ࡋいࡿこࠊࡽ期中

ྲྀ得ศࡘい࡚ࡶ᭶割計算ࡣ要࡛あࠋࡿ 

。借〃 車 両 減 価 償 却 費 「5,」00 。㈚〃 車 両 減 価 償 却 累 計 㢠 「5,」00 

※ 減価償却費 

࣭既存保᭷ศ㸸｛￥840,000㸦整理前 ９/B 車両㸧㸫￥」80,000㸦期中ྲྀ得ศ㸧㹻×「5,500 ㎞/「1「,500 ㎞＝￥55,「00 

࣭期中ྲྀ得ศ㸸￥」80,000㸦期中ྲྀ得ศ㸧㹻×8,500 ㎞/「1「,500 ㎞＝￥15,「00   合計￥貸0,400 

∴ ￥貸0,400㸦ᖺ間確定㢠㸧㸫￥4,100×11  ᭶㸦概算㢠㸧＝￥「5,」00
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ճ 備品 

概算㢠ࡀ減価償却累計㢠計ୖさ࡚ࢀいࠊࡵࡓࡿ減価償却費ࡢ計算ୖࠊ期首減価償却累計㢠ࢆ算出ࡵࡓࡿࡍ

 ࠋࡿあࡀ必要ࡿࡍ控除ࡽ減価償却累計㢠ࢆ概算㢠ࠊ

ࡣ償却率ࠊ࠾࡞ 1平10 ᖺ㸦耐用ᖺ数㸧×「0％＝0.「  ࠋࡿ࡞

。借〃 備 品 減 価 償 却 費 貸,880 。㈚〃 備 品 減 価 償 却 累 計 㢠 貸,880 

※ 減価償却費㸸｛￥5買0,000㸦整理前 ９/B 備品㸧㸫｛￥「買5,400㸦整理前 ９/B 備品減価償却累計㢠㸧㸫￥5,800

×11  ᭶㹻㹻×0.「＝￥貸1,買80

∴ ￥貸1,買80㸦ᖺ間確定㢠㸧㸫￥5,800×11  ᭶㸦概算㢠㸧＝￥貸,880

。5〃 退職給付 

当期係ࡿ退職給付費用ࢆ計ୖࠊࡋ退職金ࡢ支払㢠ࢆ給料࡛計ୖ࡚ࡋいࠊࡵࡓࡿ適ษ຺࡞定࡛あࡿ退職給付引

当金ྲྀࢆ崩ࡍ修正ࢆ行うࠋ 

。借〃 退 職 給 付 引 当 金 4「,「00 。㈚〃 給 料 4「,「00 

。借〃 退 職 給 付 費 用 84,「00 。㈚〃 退 職 給 付 引 当 金 84,「00 

    ◆ 給料㸸￥「1「,「00㸦整理前９/B給料㸧㸫￥4「,「00＝￥1貸0,000 

 。買〃 ㈚付金㸦利息ࡢ見越ࠊ㈚倒引当金ࡢ設定㸧 

決算日利払日ࡀ異ࡵࡓࡿ࡞利息ࡢ見越ࢆ行うࡶ㈚倒引当金ࢆ設定ࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍ㈚付金ࡣ営業外債権࡛

あࠊࡵࡓࡿ営業外費用࡚ࡋ表示ࠋࡿࡍ 

。借〃 ᮍ 収 利 息 1,800 。㈚〃 ཷ ྲྀ 利 息 1,800 

。借〃 ㈚ 倒 引 当 金 繰 入 貸,「00 。㈚〃 ㈚ 倒 引 当 金 貸,「00 

※ ᮍ収利息㸸￥「40,000㸦整理前 ９/B ㈚付金㸧×」％×」 ᭶㸦ᖹ成 「9 ᖺ㸯᭶㹼㸱᭶㸧/1「  ᭶＝￥1,800

※ ㈚倒引当金㸸￥「40,000㸦整理前 ９/B ㈚付金㸧×」％＝￥貸,「00 

    ◆ ཷྲྀ利息㸸￥」,買00㸦整理前９/Bཷྲྀ利息㸧＋￥1,800＝￥5,400 

 。貸〃 法人税ࠊఫ民税及び事業税ࡢ計ୖ 

法人税等ࡣ税法ୖࡢ利益࡛あࡿ課税所得対࡚ࡋ税率ࢆ乗ࡿࡌこࡾࡼ算出さࠊࡵࡓࡿࢀ会計ୖࡢ利益税

法ୖࡢ利益ࡀ相違ࡿࡍ場合ࠊ当該法人税等ࡢ算定あࠊࡾࡓ加算㡯目及び減算㡯目基࡙ࠊࡁ会計ୖࡢ利益ࡽ

税法ୖࡢ利益㸦課税所得㸧修正ࠊࡋ法人税等ࢆ算出ࠋࡿࡍ 

。借〃 法人税ࠊఫ民税及び事業税 150,000 。㈚〃 仮 払 法 人 税 等 買4,000 

ᮍ 〃ࠌ。    払 法 人 税 等 8買,000 

※ 法人税ࠊఫ民税及び事業税㸸｛￥「「買,9貸0㸦税引前当期純利益㸧＋￥9買,800㸦加算㡯目㸧㸫￥「」,貸貸0 千円㸦減

算㡯目㸧㹻×50％＝￥150,000 
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㸱㸬㈚借対照表㸦参考㸧 

  ㈚ 借 対 照 表   

㹁Ｐ㸿株式会社 ᖹ成「9ᖺ」᭶」1日現在  㸦単㸸円㸧 

㸦 資 産 ࡢ 部 㸧 㸦 負 債 ࡢ 部 㸧 

Ϩ 流 動 資 産    Ϩ 流 動 負 債    

 現 金 預 金  「買4,000   支 払 手 形  101,500  

 ཷ ྲྀ 手 形  1「4,900   ㈙ 掛 金  141,800  

 ㈚ 倒 引 当 金  △ 「,498   ᮍ 払 金  」貸5,400  

 売 掛 金  「15,100   ᮍ 払 法 人 税 等  8買,000  

 ㈚ 倒 引 当 金  △ 4,10「   流 動 負 債 合 計  貸04,貸00  

 商 品  「1「,500  ϩ 固 定 負 債    

 前 払 費 用  4,800   退 職 給 付 引 当 金  199,「00  

 ᮍ 収 収 益  1,800   固 定 負 債 合 計  199,「00  

 流 動 資 産 合 計  81買,500   負 債 合 計  90」,900  

ϩ 固 定 資 産    㸦 純 資 産 ࡢ 部 㸧 

 ᭷ 形 固 定 資 産    Ϩ 株 主 資 ᮏ    

 建 物  1,貸「0,000   資 ᮏ 金  」,000,000  

 減 価 償 却 累 計 㢠  △ 買04,950   利 益 剰 余 金    

 車 両  840,000   利 益 準 備 金  「00,000  

 減 価 償 却 累 計 㢠  △ 」「買,500   繰 越 利 益 剰 余 金  19「,買貸0  

 備 品  5買0,000   利 益 剰 余 金 合 計  」9「,買貸0  

 減 価 償 却 累 計 㢠  △ 「貸」,「80   純 資 産 合 計  」,」9「,買貸0  

 土 地  1,」」「,000   

  

   

 ᭷形固定資産合計  」,「4貸,「貸0      

 投資ࡢࡑࡢ資産        

 ㈚ 付 金  「40,000      

 ㈚ 倒 引 当 金  △ 貸,「00      

 投資ࡢࡑࡢ資産合計  「」「,800      

 固 定 資 産 合 計  」,480,0貸0      

 資 産 合 計  4,「9買,5貸0   負債及び純資産合計  4,「9買,5貸0  
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第㸲問 

 ᮏ問࠾い࡚指示さ࡚ࢀいࡿ方法㸦以ୗࠕࠊ簡便法ࠖいう㸧ࠊࡤࢀࡼいࢇࡓࡗ単純総合原価計算ࢆ行いࠊ

 ࠋࡾ࠾ࡢ次ࡣ計算࡞具体的ࠋࡿ࡞こࡿࡍ按ศ各製品ࢆ原価ࡁ基࡙等価係数࡛ୖࡢࡑ

   ձ直接材料費 

 掛品。直接材料費〃 

 

貸,」買0,000 円 

。㈚借差㢠〃 

 ᭶初掛品 完成品 

480,000 円 買00 個 8,貸00 個 

 当᭶投入 正常損 

  500 個 

貸,5「0,000 円 9,400 個 ᭶ᮎ掛品  

  800 個 買40,000 円 

8,000,000 円   8,000,000 円 

    損費ࡢ負担計算方法ࡣ指示࡞ࡀい場合ࠊᗘ外視法࡛あࠊࡾ損費ࡣ計算࡞ࡋいࠋ損ࡣ終Ⅼ発生࡛完

成品ࡀࡳࡢ損費ࢆ負担ࠊࡵࡓࡿࡍ㈚借差㢠࡛完成品原価ࢆ求ࡿࡵこࡿ࡞。加工費ࡶ同ࠋ〃ࡌ 

貸,5「0,000 円 
× 

800 個 
᭶ᮎ数量 

＝ 
買40,000 円 
᭶ᮎ掛品原価 9,400 個 

 

貸,5「0,000 円 㸫 買40,000 円 ＋ 480,000 円 ＝ 貸,」買0,000 円 
投入原価  ᭶ᮎ掛品  ᭶初掛品  完成品原価 

 

   ղ加工費 

 掛品。加工費〃 

 

11,040,000 円 

。㈚借差㢠〃 

 ᭶初掛品 完成品 

「1買,000 円 180 個 8,貸00 個 

 当᭶加工 正常損 

  500 個 

11,01買,000 円 9,180 個 ᭶ᮎ掛品  

  1買0 個 19「,000 円 

11,「」「,000 円   11,「」「,000 円 

    。注〃 正常損ࡘい࡚ࠊࡣ終Ⅼ発生࡛あࠊࡵࡓࡿ加工進捗ᗘ100ࡣ％࡛あࠋࡿ 

11,01買,000 円 
× 

1買0 個 
᭶ᮎ数量 

＝ 
19「,000 円 
᭶ᮎ掛品原価 9,180 個 

 

11,01買,000 円 㸫 19「,000 円 ＋ 「1買,000 円 ＝ 11,040,000 円 
投入原価  ᭶ᮎ掛品  ᭶初掛品  完成品原価 

 

   ճ᭶ᮎ掛品原価及び完成品総合原価 

     損品評価㢠40,000ࡀ円生࡚ࡌいࠊࡵࡓࡿ損品原価ࢆ負担ࡿࡍ良品ࡽ評価㢠ࢆ控除ࠋࡿࡍᮏ問

 ࠋࡿࡍ控除ࢆ評価㢠ࡾࡼ完成品総合原価࡛ࡢࡿい࡚ࡋ負担ࢆ損品原価ࡀࡳࡢ完成品ࡣ場合ࡢ

     ᭶ᮎ掛品原価㸸買40,000円。材料費〃＋19「,000円。加工費〃＝832,000円 

完成品総合原価㸸貸,」買0,000円。材料費〃＋11,040,000円。加工費〃＝18,400,000円。損品評価㢠控除前〃 

             18,400,000円㸫40,000円。損品評価㢠〃＝18,360,000円(損品評価㢠控除後) 

 

  



   

 

 

  

 

㸯㸬生産࣮ࢹタࡢ整理

   

    

   

 

㸰㸬製造間接費຺定ࡢ作成

 

 

 

 

   

 

 第㸳問

  

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

い思わࢀ

 

㸯㸬生産࣮ࢹタࡢ整理

   

    

   

 

㸰㸬製造間接費຺定ࡢ作成

 ձ標準配賦㢠

 ղ原価差異

 

 

   

第㸳問

  資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

い思わࢀ

㸯㸬生産࣮ࢹタࡢ整理

   

    

   

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

㸰㸬製造間接費຺定ࡢ作成

ձ標準配賦㢠

ղ原価差異

 

   մ等価係数基࡙く按ศ㢠

18,」買0,000
完成品総合原価

 

第㸳問 

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

い思わࢀ

㸯㸬生産࣮ࢹタࡢ整理

   標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

᭶初掛品

当᭶投入量

    ※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞   

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

㸰㸬製造間接費຺定ࡢ作成

ձ標準配賦㢠

ղ原価差異

 

մ等価係数基࡙く按ศ㢠

18,」買0,000
完成品総合原価

 

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

い思わࢀ

㸯㸬生産࣮ࢹタࡢ整理

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

᭶初掛品

当᭶投入量

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

㸰㸬製造間接費຺定ࡢ作成

ձ標準配賦㢠

ղ原価差異

 

մ等価係数基࡙く按ศ㢠

18,」買0,000
完成品総合原価

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

い思わࢀ

㸯㸬生産࣮ࢹタࡢ整理

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

᭶初掛品

当᭶投入量

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

㸰㸬製造間接費຺定ࡢ作成

変動費実際発生㢠

固定費実際発生㢠

ձ標準配賦㢠

ղ原価差異 …

 

մ等価係数基࡙く按ศ㢠

18,」買0,000
完成品総合原価

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

い思わࠋࡿࢀ

㸯㸬生産࣮ࢹタࡢ整理

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

掛品

᭶初掛品

当᭶投入量

5,500

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

㸰㸬製造間接費຺定ࡢ作成

 

変動費実際発生㢠

固定費実際発生㢠

ձ標準配賦㢠 …

… 貸,01「,500

 

մ等価係数基࡙く按ศ㢠

18,」買0,000円
完成品総合原価 

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

 ࠋ

㸯㸬生産࣮ࢹタࡢ整理

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

掛品

᭶初掛品 

500

当᭶投入量 

5,500

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

㸰㸬製造間接費຺定ࡢ作成

 

変動費実際発生㢠

固定費実際発生㢠

…5,500

貸,01「,500

 

մ等価係数基࡙く按ศ㢠

円 
 

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

 

㸯㸬生産࣮ࢹタࡢ整理 

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

掛品

500 個

5,500 個

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

㸰㸬製造間接費຺定ࡢ作成

変動費実際発生㢠

固定費実際発生㢠

 

5,500

貸,01「,500

 

մ等価係数基࡙く按ศ㢠

平 

 

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

 

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

。直接材料費

個 

個 

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

㸰㸬製造間接費຺定ࡢ作成

変動費実際発生㢠

固定費実際発生㢠

 

5,500 個

貸,01「,500

 

մ等価係数基࡙く按ศ㢠

 

製品㸿㸸

製品㹀㸸

製品㹁

合

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

直接材料費

 

当᭶完成品

 ᭶ᮎ掛品

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

㸰㸬製造間接費຺定ࡢ作成。パ࣮ࢩャ࣭ࣝプࣛンࡿࡼ

変動費実際発生㢠

固定費実際発生㢠

個。当᭶加工量

貸,01「,500 円

 

մ等価係数基࡙く按ศ㢠

製品㸿㸸

製品㹀㸸

製品㹁

合 

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

直接材料費

当᭶完成品

᭶ᮎ掛品

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

パ࣮ࢩャ࣭ࣝプࣛンࡿࡼ

変動費実際発生㢠 

固定費実際発生㢠 

当᭶加工量

円。標準配賦㢠

  

մ等価係数基࡙く按ศ㢠 

製品㸿㸸

製品㹀㸸

製品㹁

 計㸸

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

直接材料費

当᭶完成品

᭶ᮎ掛品

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

パ࣮ࢩャ࣭ࣝプࣛンࡿࡼ

当᭶加工量

標準配賦㢠

 

 

製品㸿㸸」,500

製品㹀㸸「,000

製品㹁㸸」,「00

計㸸 

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

直接材料費〃 

当᭶完成品

᭶ᮎ掛品

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

パ࣮ࢩャ࣭ࣝプࣛンࡿࡼ

当᭶加工量〃×

標準配賦㢠

」,500

「,000

」,「00

 

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

 

当᭶完成品 

5,000

᭶ᮎ掛品 

1,000

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

パ࣮ࢩャ࣭ࣝプࣛンࡿࡼ

×1.5

標準配賦㢠〃

」,500個×

「,000個×

」,「00個×

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

 

5,000

 

1,000

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

パ࣮ࢩャ࣭ࣝプࣛンࡿࡼ

製 造 間 接 費

1.5

〃㸫貸,「買「,買買0

解答࣭解説

個×

個×

個×

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

5,000 個

1,000 個

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

パ࣮ࢩャ࣭ࣝプࣛンࡿࡼ

製 造 間 接 費

1,50「,買買0

5,貸買0,000

貸,「買「,買買0

1.5 時間

貸,「買「,買買0

解答࣭解説

個×」買0g

個×「40g

個×」00g

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

個 

 

 

個 

 

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

パ࣮ࢩャ࣭ࣝプࣛンࡿࡼ

製 造 間 接 費

1,50「,買買0

5,貸買0,000

貸,「買「,買買0

時間。製品㸿

貸,「買「,買買0

解答࣭解説

」買0g＝

「40g＝

」00g＝

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

 

 

 

 

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

パ࣮ࢩャ࣭ࣝプࣛンࡿࡼ

製 造 間 接 費

1,50「,買買0

5,貸買0,000

貸,「買「,買買0

製品㸿

貸,「買「,買買0

解答࣭解説

＝ 

＝  

＝  

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

ࡵࡓࡿあ࡛ࡢࡶࡿࡍ関製造間接費ࡀ論Ⅼࡿい࡚ࢀ問わ࡚ࡋ

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ

 

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

パ࣮ࢩャ࣭ࣝプࣛンࡿࡼ〃

製 造 間 接 費

1,50「,買買0 

5,貸買0,000 

貸,「買「,買買0 

製品㸿1

貸,「買「,買買0 円
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 1,「買0,000

  

  

「,貸00,000

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

あࡵࡓࡿ

標準配賦ࢆ行うࠊࡵࡓ生産࣮ࢹタࢆ整理ࠋࡿࡍ 

᭶初掛品

当᭶加工量

※加工費ࠊࡣ加工進捗ᗘࢆ乗࡛ࡢࡶࡓࡌあࠋࡿ 

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

〃 

製 造 間 接 費

  掛 品

 原 価 差 異

 

1 個あࡾࡓ標準機械加工時間

円。実際発生㢠

11 / 

1,「買0,000

  480,000

  9買0,000

「,貸00,000

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

あࡵࡓࡿ

᭶初掛品

当᭶加工量

 例〃

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

製 造 間 接 費

 掛 品

原 価 差 異

個あࡾࡓ標準機械加工時間

実際発生㢠

/ 1「

1,「買0,000

480,000

9買0,000

「,貸00,000

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

あࠊࡵࡓࡿ日頃ࡽパタ࣮ン的解い࡚いࡿ完答ࡣ㞴ࡋ

᭶初掛品

当᭶加工量

〃᭶初掛品

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

製 造 間 接 費

 掛 品

原 価 差 異

個あࡾࡓ標準機械加工時間

実際発生㢠

1「 

1,「買0,000

480,000

9買0,000

「,貸00,000

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

᭶初掛品 

当᭶加工量 

5,500

᭶初掛品

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

製 造 間 接 費

 掛 品

原 価 差 異

 

個あࡾࡓ標準機械加工時間

実際発生㢠〃＝△

 

1,「買0,000 

480,000 

9買0,000 

「,貸00,000 

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

掛品

 

」00

 

5,500

᭶初掛品

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

製 造 間 接 費 

 掛 品

原 価 差 異

個あࡾࡓ標準機械加工時間

＝△

⇒。

⇒。

⇒。

 

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

掛品

」00 個

5,500 個

᭶初掛品

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

 

 掛 品

原 価 差 異

個あࡾࡓ標準機械加工時間

＝△「50,1買0

。按ศ㢠

。按ศ㢠

。按ศ㢠

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

掛品。

個 

個 

᭶初掛品 …

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

 掛 品 

原 価 差 異 

個あࡾࡓ標準機械加工時間

「50,1買0

第

按ศ㢠

按ศ㢠

按ศ㢠

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

。加工費

 

当᭶完成品

 ᭶ᮎ掛品

… 500

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

個あࡾࡓ標準機械加工時間〃×

「50,1買0

第 14買

按ศ㢠〃

按ศ㢠〃

按ศ㢠〃

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

加工費

当᭶完成品

᭶ᮎ掛品

500

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ

×850

「50,1買0 円

14買 回

〃8,568,000

〃3,264,000

〃6,528,000

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

加工費〃 

当᭶完成品

᭶ᮎ掛品

500 個×

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

࡚いࠊࡵࡓࡿ加工費࣮ࢹࡢタࡀࡳࡢ必要࡛あࠊࡾ材料費࣮ࢹタࡣ要࡛あࠋࡿ 

850 円

円。利差異

回日商㸰級

8,568,000

3,264,000

6,528,000

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

 

当᭶完成品

᭶ᮎ掛品

個×買0

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

 

貸,01「,500

貸,「買「,買買0

円/時間

利差異

日商㸰級

8,568,000

3,264,000

6,528,000

資料ࡀ表形式࡛え࡚ࢀࡽい࡞いࠊࡵࡓ必要応࡚ࡌ資料ࢆ整理ࡿࡍこࡀ重要࡛あࡿ

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

当᭶完成品 

5,000

᭶ᮎ掛品 

800

買0％＝

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

貸,01「,500

「50,1買0

貸,「買「,買買0

時間

利差異

日商㸰級

8,568,000円

3,264,000円

6,528,000円

あࠋࡿᮏ問ࡢ場合୍ࠊ 貫

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

 

5,000

 

800

％＝

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

貸,01「,500

「50,1買0

貸,「買「,買買0

時間。製造間接費標準配賦率

利差異〃

日商㸰級 

円 

円 

円 

ࠊ場合୍ࡢᮏ問ࠋ 貫

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

5,000 個

800 個

％＝」00

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

貸,01「,500

「50,1買0

貸,「買「,買買0

製造間接費標準配賦率

〃 

 第㸯回模擬問㢟

ࠊ場合୍ࡢᮏ問ࠋ 貫

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

個 

個 

」00 個

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

 

貸,01「,500 

「50,1買0 

貸,「買「,買買0 

製造間接費標準配賦率

＝

第㸯回模擬問㢟

ࠊ場合୍ࡢᮏ問ࠋ 貫

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

個 

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

製造間接費標準配賦率

＝貸,01「,500

第㸯回模擬問㢟

ࠊ場合୍ࡢᮏ問ࠋ 貫

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

製造間接費標準配賦率

貸,01「,500

第㸯回模擬問㢟

ࠊ場合୍ࡢᮏ問ࠋ 貫

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

製造間接費標準配賦率

貸,01「,500

第㸯回模擬問㢟

ࠊ場合୍ࡢᮏ問ࠋ 貫

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

製造間接費標準配賦率〃

貸,01「,500 円

第㸯回模擬問㢟 

ࠊ場合୍ࡢᮏ問ࠋ 貫

ࡋ㞴ࡣ完答ࡿ解い࡚いパタ࣮ン的ࡽ日頃ࠊ

当࡚ࢆࢺポッࢫࡳࡢ製造間接費ࡣᮏ問࡛ࠊࡀࡓࡋ作成ࢀࡒࢀࡑࢆタ࣮ࢹ生産ࡢ材料費及び加工費ࠊ࠾࡞

〃 

円 
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解答࣭解説 1「 / 1「 

㸱㸬製造間接費差異ࡢศ析 

  製造間接費ࠊࡣ次ࡼࡢう差異ࢆศ析ࠋࡿࡍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  ձ標準操業ᗘ … 1.5 時間。標準機械加工時間〃×5,500 個。当᭶加工量〃＝8,「50 時間 

   ղ固定費率 … 5,貸買0,000 円。固定費予算〃平9,000 時間。基準操業ᗘ〃＝買40 円/時間 

    ※固定費ࡢ予算差異ࡀ存在࡞ࡋいࠊࡵࡓ固定費ࡢ実際発生㢠ࡀ固定費予算等ࡋくࠋࡿ࡞ 

   ճ変動費率 … 850 円/時間。標準配賦率〃㸫買40 円/時間。固定費率〃＝「10 円/時間 

   մ予算許容㢠 … 「10 円/時間。変動費率〃×8,988 時間。実際操業ᗘ〃＋5,貸買0,000 円。固定費予算〃＝ 

貸,買4貸,480 円 

   յ操業ᗘ差異 … 。8,「50 時間。標準操業ᗘ〃㸫9,000 時間。基準操業ᗘ〃〃×買40 円/時間。固定費率〃＝ 

△480,000 円。利差異〃 

   ն能率差異 … 。8,「50 時間。標準操業ᗘ〃㸫8,988 時間。実際操業ᗘ〃〃×「10 円/時間。変動費率〃 

＝△154,980 円。利差異〃 

   շ予算差異 … 貸,買4貸,480 円。予算許容㢠〃㸫貸,「買「,買買0 円。実際発生㢠〃＝＋」84,8「0 円。᭷利差異〃 

 

   能率差異ࢆ変動費ࡽࡳࡢ把握ࡿࡍ場合ࠊ変動費能率差異ࡀࡳࡢ能率差異࡚ࡋ把握さࡢࡑࠋࡿࢀ場合ࠊ

固定費能率差異ࡣ操業ᗘ差異含࡚ࡵ把握さ࡛ࡢࡿࢀ注意ࡿࡍこࠋ 

 

 

 

基準操業ᗘ

9,000しr

実際操業ᗘ

8,988しr

標準操業ᗘ

8,「50しr

標準配賦率 
＠ 85㻜 円 㻛 hr

実際発生㢠
貸,「買「,買買0 円

固定費予算
5,貸買0,000 円

。 固定費率 
㸾買40 円/ しr〃 

。 変動 費率 
㸾「10 円/ しr〃 

操業ᗘ差異

△ 480,000 円

能率差異 
△ 154,980 円

予算差異 
＋ 」84,8「0円

予算許容㢠 
貸,買4貸,480円 
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第 146回日商２級 第２回模擬問題 

 商 業 簿 記  
  

第１問（20点） 

 下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、次の中から最も適当と思われるものを選ぶこと。 

支 払 手 数 料  租 税 公 課  当 座 預 金  売 上 

未 払 配 当 金  買 掛 金  未 払 消 費 税  受 取 手 形 

仕 入  売 掛 金  繰越利益剰余金  資 本 準 備 金 

減価償却累計額  繰 越 商 品  現 金  備 品 

クレジット売掛金  国庫補助金受贈益  利 益 準 備 金  返品調整引当金繰入 

その他資本剰余金  返品調整引当金  別 途 積 立 金  仮 払 消 費 税 

固定資産圧縮損  仮 受 消 費 税  減 価 償 却 費  資 本 金 

       

１．商品￥270,000（原価￥162,000）をクレジット払いの条件で販売していたが、販売代金から手数料を差し引

いた残額が、信販会社より当座預金口座に振り込まれた。なお、信販会社への手数料は、販売代金の 2％であ

り、入金時に費用計上する。 

２．期首において備品￥900,000（耐用年数 5年、残存価額ゼロ）を購入し、代金は自己資金￥600,000と備品の

購入にあたり交付された国庫補助金￥300,000 で支払った。国庫補助金については、直接減額方式による圧縮

記帳を行っている。本日決算日を迎えたため、定額法による減価償却を行うこと。なお、記帳方法は直接法に

よる。 

３．商品￥550,000（本体価格）を売上げ、8％の消費税を含めた代金を掛けとしていたが、これを約束手形によ

り回収した。なお、消費税の会計処理は税抜方式による。 

４．定時株主総会において、以下のとおり剰余金の配当及び処分が決議された。なお、前事業年度末日の貸借対

照表の資本金の金額は￥40,000,000、資本準備金の金額は￥7,000,000、利益準備金の金額は￥2,980,000であ

る。 

その他資本剰余金を財源とした配当：￥60,000 その他利益剰余金を財源とした配当：￥140,000 

別途積立金の積立：￥420,000 

５．前期に掛販売していた商品￥940,000の返品を受け、売掛金と相殺した。なお、商品売買の原価率は毎期 80％

であり、前期末に返品調整引当金￥190,000を設定している。 

 

  



第 146回日商２級 第２回模擬問題 

   
  

第２問（20点） 

 前期末（平成 28 年 3 月 31 日）の⑴固定資産管理台帳（一部）、⑵当期（平成 28 年 4 月 1 日から平成 29 年 3

月 31日までの 1年間）の固定資産に関する取引および⑶その他の事項にもとづき、次の各問に答えなさい。 

 

問１ 答案用紙に示された当期の建物勘定に必要な記入を行い、締め切りなさい。 

問２ 答案用紙に示された平成 29年 3月 31日の固定資産管理台帳（一部）の記入を完成しなさい。 

問３ 当期の保険差益または火災損失の金額を答えなさい。 

問４ 当期末のリース債務の金額を答えなさい。 

問５ 当期の固定資産売却損益の金額を答えなさい。 

 

 ⑴ 固定資産管理台帳（平成 28年 3月 31日現在） 

資産 取得年月日 取得原価 期末減価償却累計額 償却方法 耐用年数 残存価額 償却率 

建物Ａ 平成 04.04.01 ￥8,400,000 ￥6,168,960 定額法 30年 10％ 0.034 

建物Ｂ 平成 09.06.01 ￥6,500,000 ￥4,407,000 定額法 25年 10％ 0.040 

車両Ａ 平成 24.11.01 ￥1,200,000 ￥  684,700 定額法 6年 ゼロ 各自計算 

備品Ａ 平成 24.03.01 ￥  600,000 ￥  469,835 下記⑶を参照 8年 ゼロ 各自計算 

備品Ｂ 平成 27.04.01 ￥  430,000 ￥  172,000 下記⑶を参照 5年 ゼロ 各自計算 

 

 ⑵ 当期の固定資産に関する取引 

  ① 平成 28年 10 月 1 日に建物Ａの改築を行い、改築工事の代金￥1,900,000を当座預金より支払った。こ

のうち￥1,500,000 は資本的支出と認められるため、これを建物勘定に追加計上し、新規に資産を取得し

たものとして、定額法、耐用年数 30年、残存価額ゼロ、償却率 0.034により減価償却を行うこと。 

  ② 平成 29年 2月 28 日に建物Ｂが火災で焼失した。この建物は、保険金額￥1,800,000の火災保険に加入

していたので、直ちに保険会社に保険金の支払いを請求したところ、平成 29 年 3 月 15 日に￥1,650,000

が当座預金に振り込まれた。 

  ③ 平成 28 年 4 月 1 日に車両Ｂを下記の条件によりリースした。なお、このリース取引はファイナンス・

リース取引であり、利子込み法により会計処理を行う。 

     リース期間：5年間 

     リース料：年￥210,000（毎年 3月末に当座預金より支払う） 

     減価償却：定額法、耐用年数 5年、残存価額ゼロ 

  ④ 平成 28年 11月 30日に備品Ａの買換えを行い、備品Ｃを取得した。備品Ｃの取得原価は￥560,000であ

り、備品Ａの下取価額￥90,000を差し引いた残額を当座預金より支払っている。備品Ｃの耐用年数は備品

Ａと同様である。 

 

 ⑶ その他の事項 

  ① 備品の減価償却の方法は、平成 19年 4月 1日から平成 24年 3月 31日までに取得したものは 250％定率

法、平成 24年 4日 1日以後に取得したものは 200％定率法によること。 

② 償却率の計算上で端数が生じた場合には、小数点以下第 4位を切り上げること。 

  ③ 減価償却費の計算上で端数が生じた場合には、円未満を切り上げること。  



第 146回日商２級 第２回模擬問題 

   
  

第３問（20点） 

次に示した長野株式会社の［資料］にもとづいて、答案用紙の精算表を作成しなさい。なお、会計期間は平成

27年10月1日より平成28年9月30日である。 

 

［資料］決算整理事項その他 

１．現金実査を行ったところ、現金の実際有高が帳簿残高に対して￥800過剰であった。その原因を調査したと

ころ、Ｃ社社債（下記５を参照）の利札の計上が未処理であることが判明したが、残額の原因は不明である。 

２．期末商品棚卸高は次のとおりである。なお、売上原価は売上原価の行で計算し、棚卸減耗損および商品評価

損は売上原価の内訳科目として処理する。 

帳簿棚卸高 数量120個 原    価＠￥400 

実地棚卸高 数量118個 正味売却価額＠￥550 

３．売掛金の期末残高に対して2％の貸倒引当金を差額補充法により計上する。なお、期中で前期発生の売掛金

￥1,000が貸倒れたが未処理であった。 

４．売買目的有価証券の内訳は次のとおりである。 

Ａ社株式 株数70株 取得原価＠￥450 時価￥＠440 

Ｂ社株式 株数50株 取得原価＠￥800 時価￥＠830 

５．満期保有目的の債券は、平成25年10月1日に額面金額￥50,000のＣ社社債を￥46,000で取得したものであり、

クーポン利率は年3％、利払日は3月末及び9月末の年2回、満期日は平成30年9月30日である。額面金額と取得

価額との差額は金利の調整と認められるため、定額法による償却原価法を適用する。 

６．有形固定資産の減価償却は次の要領で行う。なお、計算上で端数が生じた場合には、円未満を切り捨てること。 

建  物：取得原価￥450,000、定額法、耐用年数30年、残存価額10％、平成17年10月1日取得 

備 品①：取得原価￥   ？  、定率法、償却率0.369、平成26年10月1日取得 

備 品②：取得原価￥ 80,000、定率法、償却率0.369、平成27年 4月1日取得 

７．当期中に退職した従業員に対して退職金￥12,000を支払ったが、その支払額を営業費勘定で処理していた。

当期末の退職給付引当金は￥145,000である。 

 

  



第 146回日商２級 第２回模擬問題 

 工 業 簿 記  
  

第４問（20点） 

 中野製作所（本社東京都）は熊本市に工場をもっており、本社会計から工場会計を独立させている。 

［資料］ 

 ① 材料の発注、製品の受注はすべて本社が行っている。ただし、発注した材料は工場へ直接納入される。 

 ② 材料購入代金の支払いをはじめ、すべての支払関係は本社が行っている。 

 ③ 完成した製品は、いったん工場内の製品倉庫にて保管され、品質検査後に得意先へ直接納品される。 

 ④ 固定資産の管理は本社が一括して行っており、工場の総勘定元帳に固定資産関連の勘定はない。 

下記の(1)～(5)は、当製作所の 5月における取引の一部である。工場および本社において行われる仕訳を示

しなさい。なお、仕訳に用いる勘定科目は、次の中から最も適当なものを選ぶこととする。また、仕訳が存在

しない場合、「借方科目」の欄に「仕訳なし」と記入すること。 

工 場 仕 掛 品 損 益 売 上 材 料 

現 金 部 品 買 掛 金 売 掛 金 機械減価償却累計額 

売 上 原 価 本 社 製 造 間 接 費 当 座 預 金 製 品 

 (1) 材料 400,000円を掛けにて購入し、当該材料が工場の材料倉庫に納入された。 

 (2) 製品製造のため依頼しておいた外注加工の代金 140,000 円を支出し、加工済み部品はただちに製造現場

へ納入された。なお、支払は小切手を振り出して行っている。 

 (3) 当月の機械減価償却費を計上した。機械減価償却費の年間見積額は 1,200,000円である。 

 (4) 製品 800,000円が完成し、製品倉庫に保管された。 

 (5) 製品検査が完了し、問題がなかったため、(4)で完成した製品が得意先へ掛けで納品された。なお、製品

原価に 30％の利益を付した金額を販売価格としている。また、売上原価の計上は販売時に本社側で行うも

のとするが、製品勘定は工場に設けられている。 

  



第 146回日商２級 第２回模擬問題 

   
  

第５問（20点） 

二本木製作所では、Ａ製品とＢ製品の異種製品を同一工程で連続生産し販売しており、原価計算に関する［資

料］は次のとおりである。下記の［資料］にもとづき、(1)当月加工費および完成品総合原価を製品別に計算し、

(2)答案用紙の損益計算書を完成させなさい。 

 

［資料］ 

１．製品原価の計算方法には組別総合原価計算を採用している。 

２．原料費は各組に直課し、加工費は直接作業時間を配賦基準として各組に実際配賦している。 

３．月末仕掛品原価の計算には先入先出法を、月末製品原価の計算方法には平均法を用いている。 

４．原料はすべて工程の始点で投入され、月初・月末仕掛品の加工進捗度はＡ・Ｂ製品ともに 0.5である。 

５．生産データ 

 Ａ製品  Ｂ製品  

月初仕掛品量 150個  50個  

当月完成品量 1,200個  1,500個  

仕 損 量 50個  20個 ※ 仕損は工程の途中で発生し、評価額はない。 

月末仕掛品量 200個  150個 

６．原価データ 

月初仕掛品原価：原料費 450,000円 (内訳：Ａ製品 0,270,000円、Ｂ製品 0,180,000円) 

 ：加工費 380,000円 (内訳：Ａ製品 0,228,000円、Ｂ製品 0,152,000円) 

当月製造費用：原料費 8,006,500円 (内訳：Ａ製品 2,262,500円、Ｂ製品 5,744,000円) 

 ：加工費 12,975,000円  

７．直接作業時間データ 

当月実際直接作業時間合計 8,650時間（内訳：Ａ製品 2,450時間、Ｂ製品 6,200時間） 

８．販売データ 

  Ａ製品  Ｂ製品 

月初製品在庫量  180個    100個   

月初製品単位原価  4,725円/個  9,005円/個 

月末製品在庫量  230個    130個   

当月実際販売単価  8,000円/個  15,000円/個 

                     ※ Ａ製品、Ｂ製品ともに棚卸減耗は生じていない。 

９．販売費および一般管理費の総額は、6,684,150円であった。 
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専門学校 東京ＣＰＡ会計学院 受験番号 

第146回 日商簿記検定模擬問題 氏名 

2 級 ① 

生年月日 ．  ．   

 

 商 業 簿 記   

  

第１問（20点） 

 

仕                    訳 

借  方  科  目 金   額 貸  方  科  目 金   額 

１ 

    

２ 

    

３ 

    

４ 

    

５ 
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専門学校 東京ＣＰＡ会計学院 受験番号 

第146回 日商簿記検定模擬問題 氏名 

2 級 ② 

生年月日 ．  ．   

 

 商 業 簿 記   

  

第２問（20点） 

問１ 

  建 物   

     日 付 
摘 要 借 方 貸 方 借または貸 残 高 

年 月 日 

28 4 1 前 期 繰 越     

        

        

        

        

        

          建 物 減 価 償 却 累 計 額   

     日 付 
摘 要 借 方 貸 方 借または貸 残 高 

年 月 日 

28 4 1 前 期 繰 越     

29 2 28 建 物     

        

        

        

        

 

問２ 

資産 取得年月日 取得原価 期首減価償却累計額 当期減価償却費 期末減価償却累計額 期末帳簿価額 

車両Ａ 平成 24.11.01 ￥1,200,000 ￥00684,700 ￥000000000 ￥000000000 ￥000000000 

車両Ｂ 平成 28.04.01 ￥00560,000 ￥000000000 ￥000000000 ￥000000000 ￥000000000 

備品Ｂ 平成 27.04.01 ￥00430,000 ￥00172,000 ￥000000000 ￥000000000 ￥000000000 

備品Ｃ 平成 28.11.30 ￥00560,000 ￥000000000 ￥000000000 ￥000000000 ￥000000000 

 

問３ （ ） ￥  （  ）には保険差益または火災損失と 

    記入すること 

 

問４ リ ー ス 債 務 ￥  

 

問５ 固 定 資 産 売 却 （ 損 ） ￥  
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専門学校 東京ＣＰＡ会計学院 受験番号 

第146回 日商簿記検定模擬問題 氏名 

2 級 ③ 

生年月日 ．  ．   

 

 商 業 簿 記   

  

第３問（20点） 

 精 算 表 (単位：円) 

 
勘 定 科 目 

決算整理前残高試算表 修 正 記 入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表 

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 

現 金 3,380        

当 座 預 金 80,000      80,000  

売 掛 金 146,000        

繰 越 商 品 50,000        

         

売買目的有価証券 71,500        

建 物 450,000        

備 品 ( )        

満期保有目的債券 47,600        

買 掛 金  153,000      153,000 

借 入 金  70,000      70,000 

退職給付引当金  135,000       

貸 倒 引 当 金  1,080       

建物減価償却累計額  ( )       

備品減価償却累計額  36,900       

資 本 金  ( )       

繰越利益剰余金  91,750       

売 上  1,120,000    1,120,000   

有 価 証 券 利 息  750       

         

仕 入 920,000        

営 業 費 80,000        

支 払 利 息 5,000    5,000    

 ( ) ( )       

売 上 原 価         

         

         

貸倒引当金繰入         

棚 卸 減 耗 損         

退 職 給 付 費 用         

建物減価償却費         

備品減価償却費         

有価証券評価損益         

雑 益         

当 期 純 利 益         
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 工 業 簿 記   

  

第４問（20点） 

  本   社   の   仕   訳 

借  方  科  目 金    額 貸  方  科  目 金    額 

(1)     

(2)     

(3)     

(4)     

(5)     

 

 工   場   の   仕   訳 

借  方  科  目 金    額 貸  方  科  目 金    額 

(1)     

(2)     

(3)     

(4)     

(5)     

 

第５問（20点） 

(1)  Ａ製品  Ｂ製品  
      

 当 月 加 工 費 ：   円   円 
        

 完成品総合原価 ：   円   円 

 

(2)  損 益 計 算 書 (単位：円) 

 Ⅰ 売  上  高 (  ) 

 Ⅱ 売 上 原 価        

  1.  月 初 製 品 棚 卸 高 (  )     

 2.  当月製品製造原価 (  )     

 合   計 (  )     

 3.  月 末 製 品 棚 卸 高 (  )  (  ) 

 売 上 総 利 益 (  ) 

 Ⅲ 販売費および一般管理費 (  ) 

 営 業 利 益 (  ) 
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 日商簿記検定２級 第２回 模擬問題－解答－  

第１問（20点） 

 

仕             訳 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

１ 
当 座 預 金 

支 払 手 数 料 

264,600 

5,400 

ク レ ジ ッ ト 売 掛 金 

 

270,000 

 

２ 減 価 償 却 費 120,000 備 品 120,000 

３ 受 取 手 形 594,000 売 掛 金 594,000 

４ 

そ の 他 資 本 剰 余 金 

繰 越 利 益 剰 余 金 

 

 

66,000 

574,000 

 

 

未 払 配 当 金 

資 本 準 備 金 

利 益 準 備 金 

別 途 積 立 金 

200,000 

6,000 

14,000 

420,000 

５ 
仕 入 

返 品 調 整 引 当 金 

752,000 

188,000 

売 掛 金 

 

940,000 

 

〔採点基準：各 4点〕 
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第２問（20点） 

問１ 

  建 物   

日 付 
摘 要 借 方 貸 方 借または貸 残 高 

年 月 日 

28 4 1 前 期 繰 越 14,900,000  借 14,900,000 

28 10 1 当 座 預 金 1,500,000  〃 16,400,000 

29 2 28 諸 口  6,500,000 〃 9,900,000 

29 3 31 次 期 繰 越  9,900,000   

    16,400,000 16,400,000   

29 4 1 前 期 繰 越 9,900,000  借 9,900,000 

  建 物 減 価 償 却 累 計 額   

日 付 

摘 要 借 方 貸 方 借または貸 残 高 

年 月 日 

28 4 1 前 期 繰 越  10,575,960 貸 10,575,960 

29 2 28 建 物 4,407,000  〃 6,168,960 

29 3 31 減 価 償 却 費  282,540 〃 6,451,500 

29 3 31 次 期 繰 越 6,451,500    

    10,858,500 10,858,500   

29 4 1 前 期 繰 越  6,451,500 貸 6,451,500 

 

問２ 

資産 取得年月日 取得原価 期首減価償却累計額 当期減価償却費 期末減価償却累計額 期末帳簿価額 

車両Ａ 平成 24.11.01 ￥1,200,000 ￥  684,700 ￥  200,400 ￥  885,100 ￥  314,900 

車両Ｂ 平成 28.04.01 ￥1,050,000 ￥        0 ￥  210,000 ￥  210,000 ￥  840,000 

備品Ｂ 平成 27.04.01 ￥  430,000 ￥  172,000 ￥  103,200 ￥  275,200 ￥  154,800 

備品Ｃ 平成 28.11.30 ￥  560,000 ￥        0 ￥   46,667 ￥   46,667 ￥  513,333 

 

問３ （ 火 災 損 失 ） ￥ 228,500 （  ）には保険差益または火災損失と 

    記入すること 

 

問４ リ ー ス 債 務 ￥ 840,000 

 

問５ 固 定 資 産 売 却 （ 損 ） ￥ 13,003 

〔採点基準：   につき2点〕 
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第３問（20点） 

 精 算 表 (単位：円) 

 
勘 定 科 目 

決算整理前残高試算表 修 正 記 入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表 

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 

現 金 3,380  800    4,180  

当 座 預 金 80,000      80,000  

売 掛 金 146,000   1,000   145,000  

繰 越 商 品 50,000  48,000 50,000   47,200  

    800     

売買目的有価証券 71,500  1,500 700   72,300  

建 物 450,000      450,000  

備 品 (  140,000)      140,000  

満期保有目的債券 47,600  800    48,400  

買 掛 金  153,000      153,000 

借 入 金  70,000      70,000 

退職給付引当金  135,000 12,000 22,000    145,000 

貸 倒 引 当 金  1,080 1,000 2,820    2,900 

建物減価償却累計額  (  135,000)  13,500    148,500 

備品減価償却累計額  36,900  38,043    74,943 

資 本 金  (  250,000)      250,000 

繰越利益剰余金  91,750      91,750 

売 上  1,120,000    1,120,000   

有 価 証 券 利 息  750  750  2,300   

    800     

仕 入 920,000   920,000     

営 業 費 80,000   12,000 68,000    

支 払 利 息 5,000    5,000    

 (1,993,480) (1,993,480)       

売 上 原 価   50,000 48,000 922,800    

   920,000      

   800      

貸倒引当金繰入   2,820  2,820    

棚 卸 減 耗 損   800 800     

退 職 給 付 費 用   22,000  22,000    

建物減価償却費   13,500  13,500    

備品減価償却費   38,043  38,043    

有価証券評価損益   700 1,500  800   

雑 益    50  50   

当 期 純 利 益     50,987   50,987 

   1,112,763 1,112,763 1,123,150 1,123,150 987,080 987,080 
      

〔採点基準：   につき1点〕 
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第４問（20点） 

 本   社   の   仕   訳 

借  方  科  目 金    額 貸  方  科  目 金    額 

(1) 工 場 400,000 買 掛 金 400,000 

(2) 工 場 140,000 当 座 預 金 140,000 

(3) 工 場 100,000 機械減価償却累計額 100,000 

(4) 仕 訳 な し    

(5) 
売 掛 金 1,040,000 売 上 1,040,000 

売 上 原 価 800,000 工 場 800,000 

 

 工   場   の   仕   訳 

借  方  科  目 金    額 貸  方  科  目 金    額 

(1) 材 料 400,000 本 社 400,000 

(2) 仕 掛 品 140,000 本 社 140,000 

(3) 製 造 間 接 費 100,000 本 社 100,000 

(4) 製 品 800,000 仕 掛 品 800,000 

(5) 本 社 800,000 製 品 800,000 

〔採点基準：各2点〕 

 

第５問（20 点） 

(1)  Ａ製品  Ｂ製品  
      

 当 月 加 工 費 ：   3,675,000 円   9,300,000 円 
        

 完 成 品 総 合 原 価 ：   5,773,500 円  14,387,500 円 

〔採点基準：各 2点〕 

 

(2)  損 益 計 算 書 (単位：円) 

 Ⅰ 売  上  高 ( 31,250,000 ) 

 Ⅱ 売 上 原 価        

  1. 月 初 製 品 棚 卸 高 ( 1,751,000 )     

 2. 当月製品製造原価 ( 20,161,000 )     

 合   計 ( 21,912,000 )     

 3. 月 末 製 品 棚 卸 高 ( 2,346,150 )  ( 19,565,850 ) 

 売 上 総 利 益 ( 11,684,150 ) 

 Ⅲ 販売費および一般管理費 ( 6,684,150 ) 

 営 業 利 益 ( 5,000,000 ) 

 

〔採点基準：   につき 3 点〕  
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 日商簿記検定２級 第２回 模擬問題－解説－  

第１問 

１．クレジット売掛金 

  支払手数料の会計処理については、「販売時に費用計上する方法」と「入金時に費用計上する方法」があるため、

問題の指示に従うこと。 

 販売時に費用計上する方法 入金時に費用計上する方法 

販 売 時 
クレジット売掛金 

支払手数料 

264,600 

5,400 
 
売 上 

 

270,000 

 
クレジット売掛金 270,000  売 上 270,000 

入 金 時 当座預金 264,600  クレジット売掛金 264,600 
当座預金 

支払手数料 

264,600 

5,400 
 

クレジット売掛金 

 

270,000 

 

   ※ 支払手数料：￥270,000（販売代金）×2％（手数料率）＝￥5,400 

２．圧縮記帳 

 ⑴ 国庫補助金の受取時 

(借) 現 金 預 金 300,000 (貸) 国 庫 補 助 金 受 贈 益 300,000 

 ⑵ 備品の購入時 

(借) 備 品 900,000 (貸) 現 金 預 金 900,000 

 ⑶ 直接減額方式による圧縮記帳 

(借) 固 定 資 産 圧 縮 損 300,000 (貸) 備 品 300,000 

   ※ 固定資産圧縮損：国庫補助金の受取額 

 ⑷ 減価償却 

(借) 減 価 償 却 費 120,000 (貸) 備 品 120,000 

   ※ ｛￥900,000（上記⑵、備品）－￥300,000（上記⑶、備品）｝÷5年（耐用年数）＝￥120,000 

３．消費税 

 ⑴ 販売時 

(借) 売 掛 金 594,000 (貸) 売 上 550,000 

   (〃) 仮 受 消 費 税 44,000 

   ※1 仮受消費税：￥550,000（本体価格）×8％（消費税率）＝￥44,000 

   ※2 売掛金：￥550,000（本体価格）＋￥44,000（上記※1）＝￥594,000 

 ⑵ 売掛金の約束手形による回収時 

(借) 受 取 手 形 594,000 (貸) 売 掛 金 594,000 

４．剰余金の配当 

 ⑴ 配当金の支払額 

   ￥60,000（その他資本剰余金を財源とした配当）＋￥140,000（その他利益剰余金を財源とした配当）＝￥200,000 

 ⑵ 準備金積立額 

  ① ￥200,000（上記⑴）×1/10＝￥20,000 

  ② ￥40,000,000（資本金）×1/4－｛￥7,000,000（資本準備金）＋￥2,980,000（利益準備金）｝＝￥20,000 

  ③ ①＝② ∴￥20,000（資本準備金￥6,000、利益準備金￥14,000） 

５．返品調整引当金 

 ⑴ 前期末の決算整理 

(借) 返 品 調 整 引 当 金 繰 入 190,000 (貸) 返 品 調 整 引 当 金 190,000 
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 ⑵ 返品時 

(借) 仕 入 752,000 (貸) 売 掛 金 940,000 

(〃) 返 品 調 整 引 当 金 188,000    

※1 仕入：￥940,000（販売価額）×80％（原価率）＝￥752,000 

※2 返品調整引当金：￥940,000（販売価額）－￥752,000（上記※1）＝￥188,000 

 

第２問 

１．建物Ａ 

 ⑴ 改築（平成28年10月1日） 

(借) 建 物 1,500,000 (貸) 当 座 預 金 1,900,000 

(〃) 修 繕 費 400,000    

 ⑵ 減価償却費（平成 29 年 3 月 31 日） 

(借) 減 価 償 却 費 282,540 (貸) 建 物 減 価 償 却 累 計 額 282,540 

   ※1 建物Ａ：￥8,400,000（取得原価）×0.9×0.034（償却率）＝￥257,040 

   ※2 資本的支出：￥1,500,000（資本的支出額）×0.034（償却率）×6 か月（平成 28 年 10 月 1 日から平成 29

年 3 月 31 日）/12 か月＝￥25,500 

   ※3 合計：￥257,040（上記※1）＋￥25,500（上記※2）＝￥282,540 

２．建物Ｂ 

 ⑴ 火災時（平成 29 年 2 月 28 日） 

(借) 減 価 償 却 費 214,500 (貸) 建 物 6,500,000 

(〃) 建 物 減 価 償 却 累 計 額 4,407,000    

(〃) 火 災 未 決 算 1,800,000    

(〃) 火 災 損 失 78,500    

   ※1 減価償却費：￥6,500,000（取得原価）×0.9×0.040（償却率）×11 か月（平成 28 年 4 月 1 日から平成

29 年 2 月 28 日）/12 か月＝￥214,500 

   ※2 火災未決算：保険金額 

   ※3 火災損失：｛￥6,500,000（取得原価）－￥214,500（上記※1）－￥4,407,000（減価償却累計額）｝－1,800,000

（上記※2）＝￥78,500 

 ⑵ 保険金受取時（平成 29 年 3 月 15 日） 

(借) 当 座 預 金 1,650,000 (貸) 火 災 未 決 算 1,800,000 

(〃) 火 災 損 失 150,000    

   ※ 火災損失：￥1,800,000（火災未決算）－￥1,650,000（保険金の受取額）＝￥150,000 

３．車両Ａ 

  減価償却（平成 29 年 3 月 31 日） 

(借) 減 価 償 却 費 200,400 (貸) 車 両 減 価 償 却 累 計 額 200,400 

※1 償却率：1÷6 年（耐用年数）≒0.167 

※2 ￥1,200,000（取得原価）×0.167（償却率）＝￥200,400 

４．車両Ｂ 

 ⑴ リース取引開始時（平成 28 年 4 月 1日） 

(借) リ ー ス 資 産 1,050,000 (貸) リ ー ス 債 務 1,050,000 

   ※ ￥210,000（年間のリース料）×5年（リース期間）＝￥1,050,000 
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 ⑵ リース料支払時（平成 29 年 3 月 31 日） 

(借) リ ー ス 債 務 210,000 (貸) 当 座 預 金 210,000 

 ⑶ 減価償却（平成 29 年 3 月 31 日） 

(借) 減 価 償 却 費 210,000 (貸) リース資産減価償却累計額 210,000 

   ※ ￥1,050,000（取得原価）÷5 年（耐用年数）＝￥210,000 

５．備品Ａ、備品Ｃ 

 ⑴ 買換時（平成 28 年 11 月 30 日） 

(借) 減 価 償 却 費 27,162 (貸) 備 品 600,000 

(〃) 備 品 減 価 償 却 累 計 額 469,835 (〃) 当 座 預 金 470,000 

(〃) 固 定 資 産 売 却 損 13,003    

(〃) 備 品 560,000    

   ※1 償却率：1÷8 年（耐用年数）×250％≒0.313 

   ※2 減価償却費：｛￥600,000（取得原価）－￥469,835（減価償却累計額）｝×0.313（上記※1）×8 か月（平

成 28 年 4 月 1 日から平成 28 年 11 月 30 日）/12 か月≒￥27,162 

   ※3 固定資産売却損益：￥90,000（下取価額）－｛￥600,000（取得原価）－￥27,162（上記※2）－￥469,835

（減価償却累計額）｝＝△￥13,003（売却損） 

   ※4 当座預金：￥560,000（備品Ｃの取得原価）－￥90,000（備品Ａの下取価額）＝￥470,000 

 ⑵ 備品Ｃの減価償却（平成 29 年 3 月 31 日） 

(借) 減 価 償 却 費 46,667 (貸) 備 品 減 価 償 却 累 計 額 46,667 

   ※1 償却率：1÷8 年（耐用年数）×200％＝0.25 

   ※2 減価償却費：￥560,000（備品Ｃの取得原価）×0.25（上記※1）×4 か月（平成 28 年 12 月 1 日から平成

29 年 3 月 31 日）/12 か月≒￥46,667 

６．備品Ｂ 

  減価償却（平成 29 年 3 月 31 日） 

(借) 減 価 償 却 費 103,200 (貸) 備 品 減 価 償 却 累 計 額 103,200 

   ※1 償却率：1÷5 年（耐用年数）×200％＝0.4 

   ※2 減価償却費：｛￥430,000（取得原価）－￥172,000（減価償却累計額）｝×0.4（上記※1）＝￥103,200 

 

第３問 

１．現金過不足 

(借) 現 金 800 (貸) 有 価 証 券 利 息 750 

   (〃) 雑 益 50 

   ※1 有価証券利息：￥50,000（Ｃ社社債の額面金額）×3％（クーポン年利率）×6か月（平成 28 年 4 月 1 日

から平成 28 年 9 月 30 日）/12 か月＝￥750 

   ※2 雑益：￥800（現金過剰額）－￥750（上記※1）＝￥50 

２．売上原価の算定 

(借) 売 上 原 価 50,000 (貸) 繰 越 商 品 50,000 

(借) 売 上 原 価 920,000 (貸) 仕 入 920,000 

(借) 繰 越 商 品 48,000 (貸) 売 上 原 価 48,000 

(借) 棚 卸 減 耗 費 800 (貸) 繰 越 商 品 800 

(借) 売 上 原 価 800 (貸) 棚 卸 減 耗 費 800 
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   ※1 期首商品棚卸高：決算整理前残高試算表の繰越商品より 

   ※2 当期商品仕入高：決算整理前残高試算表の仕入より 

   ※3 期末商品棚卸高：120 個（帳簿棚卸数量）×￥400（1 個当たりの取得原価）＝￥48,000 

   ※4 棚卸減耗費：｛120 個（帳簿棚卸数量）－118 個（実地棚卸数量）｝×￥400（1 個当たりの取得原価）＝￥800 

   ※5 商品評価損は生じていない 

３．貸倒引当金 

 ⑴ 売掛金の貸倒れ 

(借) 貸 倒 引 当 金 1,000 (貸) 売 掛 金 1,000 

 ⑵ 貸倒引当金の設定 

(借) 貸 倒 引 当 金 繰 入 2,820 (貸) 貸 倒 引 当 金 2,820 

   ※ ｛￥146,000（決算整理前残高試算表の売掛金）－￥1,000（上記⑴）｝×2％（貸倒実績率）－｛￥1,080

（決算整理前残高試算表の貸倒引当金）－￥1,000（上記⑴）｝＝￥2,820 

４．売買目的有価証券 

 ⑴ Ａ社株式 

(借) 有 価 証 券 評 価 損 益 700 (貸) 売 買 目 的 有 価 証 券 700 

   ※ ｛￥440（1 株当たりの時価）－￥450（1 株当たりの取得原価）｝×70 株＝△￥700（評価損） 

 ⑵ Ｂ社株式 

(借) 売 買 目 的 有 価 証 券 1,500 (貸) 有 価 証 券 評 価 損 益 1,500 

   ※ ｛￥830（1 株当たりの時価）－￥800（1 株当たりの取得原価）｝×50 株＝￥1,500（評価益） 

５．満期保有目的債券 

(借) 満 期 保 有 目 的 債 券 800 (貸) 有 価 証 券 利 息 800 

   ※ ｛￥50,000（額面金額）－￥46,000（取得価額）｝÷5年（償還期間）＝￥800 

６．減価償却 

 ⑴ 建物 

  ① 決算整理前残高試算表の建物減価償却累計額 

    ￥450,000（取得原価）×0.9×30 年（耐用年数）×10 年（平成 17 年 10 月 1 日から平成 27 年 9 月 30 日）＝

￥135,000 

  ② 当期の減価償却 

(借) 建 物 減 価 償 却 費 13,500 (貸) 建 物 減 価 償 却 累 計 額 13,500 

   ※ ￥450,000（取得原価）×0.9÷30 年（耐用年数）＝￥13,500 

 ⑵ 備品 

  ① 決算整理前残高試算表の備品 

   ａ 備品②の減価償却累計額 

     ￥80,000（取得原価）×0.369（償却率）×6 か月（平成 27 年 4 月 1 日から平成 27 年 9 月 30 日）/12 か月

＝￥14,760 

   ｂ 備品①の減価償却累計額 

     ￥36,900（決算整理前残高試算表の備品減価償却累計額）－￥14,760（上記ａ）＝￥22,140 

   ｃ 備品①の取得原価 

     ￥22,140（上記ｂ）÷0.369（償却率）＝￥60,000 

   ｄ 決算整理前残高試算表の備品 

     ￥60,000（上記ｃ）＋￥80,000（備品②の取得原価）＝￥140,000 

  ② 当期の減価償却 

(借) 備 品 減 価 償 却 費 38,043 (貸) 備 品 減 価 償 却 累 計 額 38,043 
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   ※ ｛￥140,000（上記①ｄ）－￥36,900（決算整理前残高試算表の備品減価償却累計額）｝×0.369（償却率）

≒￥38,043 

 ⑶ 決算整理前残高試算表の資本金 

   ￥1,993,480（決算整理前残高試算表の借方合計）－￥1,743,480（決算整理前残高試算表の資本金の除く貸方

合計）＝￥250,000 

７．退職給付引当金 

 ⑴ 退職金の支払 

(借) 退 職 給 付 引 当 金 12,000 (貸) 営 業 費 12,000 

 ⑵ 退職給付引当金の設定 

(借) 退 職 給 付 費 用 22,000 (貸) 退 職 給 付 引 当 金 22,000 

   ※ ￥145,000（当期末の退職給付引当金）－｛￥135,000（決算整理前残高試算表の退職給付引当金）－￥12,000

（上記⑴）｝＝￥22,000 
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第４問 

１．本社および工場に設定されている勘定の確認 

  本社と工場で設定されている勘定は次のとおりであり、仕訳に先立ち、確認しておく必要がある。 

本社に設定されている勘定 工場に設定されている勘定 

勘定科目 根拠資料 勘定科目 根拠資料 

工 場 ― 本 社 ― 

買 掛 金 〔資料〕①② 材 料 〔資料〕① 

当 座 預 金 〔資料〕② 仕 掛 品 ― 

機 械 減 価 償 却 累 計 額 〔資料〕④ 製 造 間 接 費 ― 

売 上 〔資料〕② 製 品 〔資料〕③、(5) 

売 掛 金 〔資料〕②   

売 上 原 価 〔資料〕②、(5)   

 

２．５月中の仕訳の記帳 

  (1) 材料の購入 

  ・ 工場側で材料の増加 ⇒ 材料勘定（資産）の増加 

  ・ 本社側で買掛金の増加 ⇒ 買掛金勘定（負債）の増加 

    本社側の借方と工場側の貸方をそれぞれ工場勘定、本社勘定で連結する。 

本社側の仕訳 工場側の仕訳 

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 

工 場 400,000 買 掛 金 400,000 材 料 400,000 本 社 400,000 

 

  (2) 外注加工賃の支払 

  ・ 工場側で仕掛品の増加 ⇒ 仕掛品勘定（資産）の増加 

   ※ 外注加工賃を支払い、製造現場へ直接加工費が納入された場合、仕掛品勘定にて処理される。 

  ・ 本社側で当座預金の減少 ⇒ 当座預金勘定（資産）の減少 

    本社側の借方と工場側の貸方をそれぞれ工場勘定、本社勘定で連結する。 

本社側の仕訳 工場側の仕訳 

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 

工 場 140,000 当 座 預 金 140,000 仕 掛 品 140,000 本 社 140,000 

 

  (3) 機械減価償却費の計上 

  ・ 工場側で製造間接費の増加 ⇒ 製造間接費勘定（費用）の増加 

   ※ 減価償却費（1,200,000 円(年間見積額)÷12 か月＝100,000 円）の計上は、製造間接費勘定にて処理される。 

  ・ 本社側で機械減価償却累計額の増加 ⇒ 機械減価償却累計額勘定（評価勘定）の増加 

    本社側の借方と工場側の貸方をそれぞれ工場勘定、本社勘定で連結する。 

本社側の仕訳 工場側の仕訳 

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 

工 場 100,000 機械減価償却累計額 100,000 製 造 間 接 費 100,000 本 社 100,000 
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  (4) 完成品（製品）の計上 

  ・ 工場側で製品の増加 ⇒ 製品勘定（資産）の増加 

  ・ 工場側で仕掛品の減少 ⇒ 仕掛品勘定（資産）の減少 

  ・ 本社側では、製品の計上が行われないため、「仕訳なし」となる。 

本社側の仕訳 工場側の仕訳 

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 

仕 訳 な し    製 品 800,000 仕 掛 品 800,000 

 

  (5) 製品売上の計上 

  ・ 工場側で製品の減少 ⇒ 製品勘定（資産）の減少 

  ・ 本社側で売上の増加 ⇒ 売上勘定（収益）の増加 

   ※ 売上高：800,000 円×1.3＝1,040,000 円 

  ・ 本社側で売上原価の増加 ⇒ 売上原価勘定（費用）の増加 

    本社側の貸方と工場側の借方をそれぞれ工場勘定、本社勘定で連結する。 

本社側の仕訳 工場側の仕訳 

勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 勘 定 科 目 金 額 

売 掛 金 1,040,000 売 上 1,040,000     

売 上 原 価 800,000 工 場 800,000 本 社 800,000 製 品 800,000 
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第５問 

１．Ａ製品製造原価の計算 

 [注] 仕損の計算方法 

度外視法による仕損費の負担関係（両者負担か完成品のみ負担か）を決定する方法は諸説あるが、一般的には

次のように考えられる。本問は特段の指示がなく、かつ仕損が途中点発生（終点以外）のため、両者負担となる。 

負担関係の指示がない場合 仕損が終点発生の場合は完成品のみに負担させ、それ以外の場合は両者負担とする。 

負担関係の指示がある場合※ 仕損発生点と、月末仕掛品の加工進捗度を比較して決定する。 

  ※ 通常、「仕損は加工進捗度を考慮して厳密に負担させる」などの指示が入る。ただし、市販の検定対策テキス

ト等では、常に（指示がない場合でも）加工進捗度で判断するよう説明されていることも多い。 

 

 

 

⑴ 直接材料費の計算 

 Ａ製品仕掛品(材料費)  

 月初仕掛品 完成品  

270,000 円 150 個 1,200 個 2,170,500 円 

 当月投入量 正常仕損品 
→計算しない 

  50 個 

2,262,500 円 1,300 個 月末仕掛品  

  200 個 362,000 円 

2,532,500 円   2,532,500 円 

   ① 月末仕掛品原価：2,262,500円(当月投入原価)÷｛1,200個(完成品数量)＋200個(月末仕掛品数量) 

－150個(月初仕掛品数量)｝×200個(月末仕掛品数量)＝362,000円 

   ② 当月完成品原価：2,532,500円(原価総額)－①＝2,170,500円 

 

⑵ 加工費の按分（ＢＯＸ内の数量は生産量に加工進捗度を考慮したものである） 

 Ａ製品仕掛品(加工費)  

 月初仕掛品 完成品  

228,000 円 75 個 1,200 個 3,603,000 円 

 当月加工量 正常仕損品 
→計算しない 

  ※25 個 

3,675,000 円 1,250 個 月末仕掛品  

  100 個 300,000 円 

3,903,000 円   3,903,000 円 

   ※ 正常仕損は途中点発生（発生点は不明）のため、加工進捗度を便宜的に50％として計算している。なお、

市販の検定対策テキスト等では、発生点が不明な場合に始点発生と捉え、便宜的に加工進捗度を0％として計

算している場合もあるが、どちらにしても計算は変わらない（以下同じ）。 

  ① 月末仕掛品原価：3,675,000円(当月投入原価)÷｛1,200個(完成品数量)＋100個(月末仕掛品数量)－ 

75個(月初仕掛品数量)｝×100個(月末仕掛品数量)＝300,000円 

  ② 当月完成品原価：3,903,000円(原価総額)－①＝3,603,000円 

⑶ 月末仕掛品原価：362,000円(直接材料費分)＋300,000円(加工費分)＝662,000円 

 ⑷ 完成品原価：2,170,500円(直接材料費分)＋3,603,000円(加工費分)＝5,773,500円  

非度外視法

度外視法

日商１級の範囲

負担指示あり

負担指示なし

指示に従う(加工進捗度で判断する)

終点発生

終点発生以外

完成品のみ負担

両者負担

負担関係決定のフローチャート
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２．Ｂ製品製造原価の計算 

⑴ 直接材料費の計算 

 Ｂ製品仕掛品(材料費)  

 月初仕掛品 完成品  

180,000 円 50 個 1,500 個 5,385,500 円 

 当月投入量 正常仕損品 
→計算しない 

  20 個 

5,744,000 円 1,620 個 月末仕掛品  

  150 個 538,500 円 

5,924,000 円   5,924,000 円 

   ① 月末仕掛品原価：5,744,000円(当月投入原価)÷｛1,500個(完成品数量)＋150個(月末仕掛品数量) 

－50個(月初仕掛品数量)｝×150個(月末仕掛品数量)＝538,500円 

   ② 当月完成品原価：5,924,000円(原価総額)－①＝5,385,500円 

 

⑵ 加工費の按分（ＢＯＸ内の数量は生産量に加工進捗度を考慮したものである） 

 Ｂ製品仕掛品(加工費)  

 月初仕掛品 完成品  

152,000 円 25 個 1,500 個 9,002,000 円 

 当月加工量 正常仕損品 
→計算しない 

  10 個 

9,300,000 円 1,560 個 月末仕掛品  

  75 個 450,000 円 

9,452,000 円   9,452,000 円 

  ① 月末仕掛品原価：9,300,000円(当月投入原価)÷｛1,500個(完成品数量)＋75個(月末仕掛品数量)－ 

25個(月初仕掛品数量)｝×75個(月末仕掛品数量)＝450,000円 

  ② 当月完成品原価：9,452,000円(原価総額)－①＝9,002,000円 

⑶ 月末仕掛品原価：538,500円(直接材料費分)＋450,000円(加工費分)＝988,500円 

 ⑷ 完成品原価：5,385,500円(直接材料費分)＋9,002,000円(加工費分)＝14,387,500円 

 

  

３．Ａ製品売上原価の計算

  

  

 

４．Ｂ製品売上原価の計算

  

  

 

５．損益計算書の作成（売上高の計算）

  

  

  

 

３．Ａ製品売上原価の計算

   ① 月末製品

   ② 当月売上

４．Ｂ製品売上原価の計算

   ① 月末製品

   ② 当月売上

５．損益計算書の作成（売上高の計算）

  ① Ａ製品売上高：

  ② Ｂ製品売上高：

  ③ 合    

３．Ａ製品売上原価の計算 

 

 

850,500

5,773,500

6,624,000

製品原価：｛850,500

売上原価：6,624,000

４．Ｂ製品売上原価の計算 

 

 

900,500

14,387,500

15,288,000

製品原価：｛900,500

売上原価：15,288,000

５．損益計算書の作成（売上高の計算）

Ａ製品売上高：1,150

Ｂ製品売上高：1,470

    計：9,200,000

 

850,500 円 

 

5,773,500 円 

6,624,000 円 

850,500円(月初製品原価

÷｛180

6,624,000円(原価総額

 

900,500 円 

 

14,387,500 円 

15,288,000 円 

900,500円(月初製品原価

÷｛100

15,288,000円(

５．損益計算書の作成（売上高の計算）

1,150個(売上数量)

1,470個(売上数量)

9,200,000円(Ａ製品売上高

解答・解説

月初製品 

180

当月完成品 

1,200

 

月初製品原価)＋5,773,500

180個(月初製品量

原価総額)－①＝

月初製品 

100

当月完成品 

1,500

 

月初製品原価)＋14,387,500

100個(月初製品量

(原価総額)－①＝

５．損益計算書の作成（売上高の計算） 

)×8,000円/個

)×15,000円/

Ａ製品売上高)＋22,050,000

解答・解説 14 / 

Ａ製品 

売上原価

180 個 

 月末

1,200 個 

5,773,500円

月初製品量)＋1,200個

－①＝5,520,000円

Ｂ製品 

売上原価

100 個 

 月末

1,500 個 

14,387,500円

月初製品量)＋1,500個

－①＝14,045,850

個(Ａ製品販売単価

/個(Ｂ製品販売単価

22,050,000円

/ 14 

売上原価 

1,150 個

製品 

230 個

円(当月完成品原価

個(当月完成品数量

円 

売上原価 

1,470 個

製品 

130 個

円(当月完成品原価

個(当月完成品数量

14,045,850円 

Ａ製品販売単価)＝9,200,000

Ｂ製品販売単価)＝22,050,000

円(Ｂ製品売上高)

第 146 回日商２級

 

 

個 5,520,000

個 1,104,000

 6,624,000

完成品原価) 

当月完成品数量)｝×230個

 

 

個 14,045,850

個 1,242,150

 15,288,000

完成品原価) 
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第 146回日商２級 第３回模擬問題 

 商 業 簿 記  
  

第１問（20点） 

 下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、次の中から最も適当と思われるものを選ぶこと。 

現 金  当 座 預 金  普 通 預 金  定 期 預 金 

手 形 売 却 損  不 渡 手 形  建 物  受 取 手 形 

未 払 金  火 災 損 失  保 険 差 益  電 子 記 録 債 務 

旅 費 交 通 費  ソ フ ト ウ ェ ア  ソフトウェア除却損  支 払 利 息 

電 子 記 録 債 権  売 掛 金  通 信 費  未 収 入 金 

ソフトウェア償却  減価償却累計額  支 払 手 数 料  租 税 公 課 

買 掛 金  電子記録債権売却損  火 災 未 決 算  減 価 償 却 費 

       

 

１．薩摩商店より売掛金の決済のために受け取り、過日、南日本銀行で割引に付していた、同店振り出し、当店

宛の約束手形￥20,000,000が満期日に支払拒絶されたため、同銀行より償還請求を受け、小切手を振り出して

決済した。また、期日後利息￥200,000は現金で支払い、手形金額とともに薩摩商店に対して支払請求した。 

２．納税を目的とした収入印紙￥15,000および郵便を目的とした切手￥2,500を購入し、代金は現金で支払った。

購入した収入印紙および郵便切手は直ちに使用した。 

３．平成 29 年 8 月 10 日、建物（取得原価￥100,000,000、減価償却累計額￥64,125,000）が火災で焼失した。

この建物には火災保険￥32,000,000 が掛けられていたので、当期の減価償却費を月割りで計上するとともに、

保険会社に保険金の支払いを直ちに請求した。なお、減価償却は定額法（耐用年数 40 年、残存価額は取得原

価の 10％、直接法により記帳）により行っている。また、決算日は 3月 31日（会計期間は 1年）である。 

４．松田商事株式会社は、電子記録債権のうち￥1,895,000 を銀行で割引き、割引料￥5,000 を控除した残額が

普通預金口座に入金された。 

５．平成 29年 6月 10日に新たなソフトウェアを購入し、代金￥12,200,000は翌月末に支払うこととなった。新

たなソフトウェアの稼働に伴い、旧ソフトウェア（取得原価￥8,940,000、耐用年数 5年、平成 24年 7月１日

に取得）を 5月末の帳簿価額にもとづき除却する。これに係る一連の仕訳を示しなさい。なお、決算日は毎年

3月 31日の年 1回であり、期首から除却時までのソフトウェア償却費を月割りで計上する。 

 

  



第 146回日商２級 第３回模擬問題 

   
  

第２問（20点） 

 次の商品売買に係る一連の取引についての［資料］および［注意事項］にもとづいて、下記の各問に答えなさい。 

［資料］ 

平成 29年 取   引   の   内   容 

4月 1日 前 期 繰 越 

 Ａ商品：数量 200個 ＠￥1,700、Ｂ商品：数量 300個 ＠￥1,500 

 売掛金：￥4,000,000、クレジット売掛金：￥1,000,000 

 貸倒引当金：￥2,000,000 

 

  3日 仕 入 ① 

 仕入先徳山商店よりＡ商品を＠￥1,600 にて 500 個、Ｂ商品を＠￥1,450

にて 800 個仕入れ、代金のうち￥1,000,000 は小切手を振り出して支払い、

残額は掛けとした。 

  7日 
仕 入 戻 し 

仕 入 ② 

 3 日に仕入れた商品につき、Ａ商品 100 個を返品し、追加でＢ商品 200 個

を＠￥1,450 で掛けにて仕入れた。返品したＡ商品の代金については掛け代

金で調整する取り決めとなっている。 

  10日 売 上 ① 
 指宿商店に対してＢ商品を＠￥2,100 にて 500 個をクレジット販売し、販

売手数料は代金受取時に決済されることとなっている。 

  11日 売 上 ② 
 得意先アイダホ商店に対してＡ商品を＠25 ㌦にて 500 個販売し、代金は来月

末に受取る契約となっている。なお、本日の為替相場は１㌦＝￥108である。 

  13日 
売 上 ① 

の 検 収 

 10 日に売り渡した商品の検収が無事終了したとの連絡が得意先指宿商店

より入った。 

  15日 仕 入 ③ 

 仕入先津久礼商店よりＡ商品を＠￥1,650にて 400個、Ｂ商品を＠￥1,600

にて 200 個仕入れた。代金のうち￥600,000 は手許にある他店振出しの手形

を裏書譲渡し、残額は掛けとした。 

  17日 売 上 ③ 
 得意先福連木商店に対してＡ商品を￥2,200にて 450個、Ｂ商品を￥2,300

にて 700個販売し、代金は得意先福連木商店振出しの小切手で受取った。 

  18日 
売 上 ② 

の 検 収 

 11 日に売り渡した商品を得意先アイダホ商店が検収した結果、商品 30 個

について損傷していることが判明し、＠2 ㌦値引き（掛代金と相殺）をする

ことで合意した。なお、本日の為替相場は 1㌦＝￥107である。 

  19日 
売 上 ③ 

の 検 収 

 17 日に売り渡した商品の検収が無事終了したとの連絡が得意先福連木商

店より入った。 

  20日 
売 掛 金 

の 回 収 

 川内商事に対する売掛金￥1,000,000 の回収に関して、電子記録債権機関

から取引銀行を通じて債権の発生記録の通知を受けた。 

  22日 
売 掛 金 

の 貸 倒 れ 

 前期に販売した得意先安木屋場商事に対する売掛金￥300,000 が貸倒れ

た。 

  25日 
売 掛 金 

の 回 収 

 猿払商事より売掛金￥2,000,000を回収し、代金は早期決済による 1％の割

引額を差し引いた残額が当社の当座預金口座に振り込まれた。 

  30日 月 次 決 算 

 Ａ商品の月末棚卸数量 各自計算 個、Ｂ商品の月末棚卸数量 各自計算 個

である。なお、棚卸減耗および収益性の低下は現況では把握されていない。

また、同日の為替相場は 1㌦＝￥110である。 
 
 

 



第 146回日商２級 第３回模擬問題 

   
  
［注意事項］ 

 １．当社は、売上収益を認識する基準として得意先の検収が終了した段階で計上するいわゆる検収基準により

計上し、払出単価の計算は先入先出法による。 

 ２．当社は、商品売買の記帳に関して「販売のつど売上原価勘定に振替える方法」を採用している。 

 ３．上記の［資料］以外に商品売買に関する取引は一切存在しない。 

 ４．当社は、外貨建の売掛金を毎月末の為替相場に換算替えを行っている。 

 ５．月次決算を行うにあたり、便宜上各勘定を英米式決算方式により締め切っている。 

 

 問１ 答案用紙の商品勘定を作成しなさい。 

 問２ ① 当月の売上高、② 当月の売上原価、③ 当月末の売掛金勘定および④ 当月末の貸倒引当金勘定の残

高を答えなさい。 

 

 

第３問（20点） 

 成田商事株式会社の第12期事業年度（平成28年4月1日～平成29年3月31日）の次の［資料］にもとづいて、下

記の各問に答えなさい。なお、円未満の端数が生じる場合には、四捨五入すること。 

 

［資料Ⅰ］決算整理前残高試算表 

 残 高 試 算 表 （単位：円） 

 借 方 本 店 支 店 貸 方 本 店 支 店 

現 金 1,680,000 923,000 支 払 手 形 856,000 2,021,000 

当 座 預 金 1,200,000 842,000 買 掛 金 985,000 1,500,000 

受 取 手 形 652,000 888,000 借 入 金 2,000,000 ― 

売 掛 金 348,000 632,000 貸 倒 引 当 金 10,200 ④ 

有 価 証 券 850,000 120,000 建物減価償却累計額 2,205,000 1,125,000 

繰 越 商 品 35,600 22,200 車両減価償却累計額 572,500 ― 

建 物 8,000,000 5,000,000 備品減価償却累計額 1,156,250 812,500 

車 両 2,500,000 3,000,000 本 店 ― 7,526,200 

備 品 2,000,000 1,600,000 資 本 金 ③ ― 

土 地 6,000,000 4,500,000 利 益 準 備 金 500,000 ― 

支 店 ① ― 繰越利益剰余金 2,900,850 ― 

仕 入 5,420,000 2,245,000 売 上 9,850,000 9,650,000 

本 店 よ り 仕 入 ― ② 支 店 へ 売 上 2,000,000 ― 

営 業 費 2,230,000 1,152,000 受 取 配 当 金 56,000 10,000 

支 払 利 息 50,000 ― 受 取 地 代 450,000 270,000 

 各自計算 各自計算  各自計算 各自計算 

 

  



第 146回日商２級 第３回模擬問題 

   
  
［資料Ⅱ］決算整理事項 

 １．本支店の照合勘定を調査した結果、本店が支払った営業費のうち￥50,000は支店分であるが、支店側にお

いて通知したにも関わらず、支店においては未処理であった。なお、本店においては適正に処理されている。 

 ２．貸倒引当金は、本支店共に期末売上債権（受取手形および売掛金）残高に対して3％の貸倒引当金を差額

補充法により設定する。 

 ３．期末商品は、それぞれ次のとおりである。 

   本 店  帳簿棚卸高 ￥42,000   実地棚卸高 ￥40,000（原    価） 

                           ￥38,500（正味売却価額） 

   支 店  帳簿棚卸高 ￥28,500   実地棚卸高 ￥28,500（原    価） 

                           ￥50,000（正味売却価額） 

   （注）売上原価の計算は売上原価勘定で行い、支店における本店より仕入勘定も売上原価勘定に振替える

こと。 

 ４．減価償却を次のように実施する。なお、建物及び備品は本支店共に共通の方法である。 

   建 物 定 額 法 耐用年数40年 残存価額10％ 

   車 両 生産高比例法 耐用年数6年 当期末までの総走行距離 84,500㎞（本店） 

                                 18,600㎞（支店） 

   備 品 定 率 法 耐用年数8年 償却率0.250 

    （注1）支店の車両は、当期の7月10日に購入している。 

    （注2）車両の見積総走行距離は200,000㎞である。 

 ５．営業費の繰延額がそれぞれ次のとおりである。 

   本店 ￥1,500  支店 ￥1,263 

 ６．税引前の当期純利益に対して30％の法人税、住民税及び事業税を計上する。 

 

 問１ 決算整理前残高試算表の①～④に記入される各金額を答えなさい。 

 問２ 支店の損益勘定を作成しなさい。 

 問３ 答案用紙に示す、本支店合併貸借対照表を作成しなさい。 
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 工 業 簿 記  
  

第４問（20点） 

 東京ＣＰＡ製作所の製造原価算定に関する［資料］から、答案用紙の総勘定元帳の(  )に金額を記入しなさ

い。なお、直接工賃金の消費額は予定賃率を用いて算定しており、間接工賃金と給料の消費額は、要支払額をも

って算定している。また、不要な勘定科目がある場合には二重線で消すこと。 

［資料］ 

 １．当月の工場従業員に対する給与支給総額の内訳 

 現金支給総額 預り金 諸手当 

直 接 工 3,234,730円 359,600円 399,370円 

間 接 工  912,010円 128,000円  98,000円 

事務職員  603,100円  92,000円  79,000円 

 ２．直接工総就業時間の内訳 

  ⑴ 直接作業時間…1,450時間 ⑵ その他の時間…150時間 

 ３．給与計算期間と原価計算期間の不一致に伴う未払賃金給料 

 前月未払額 当月未払額 

直 接 工 1,059,210円 1,067,870円 

間 接 工  312,000円  309,000円 

事務職員  202,300円  203,200円 

 ４．直接工に対する予定消費賃率は、1時間当たり2,000円である。 

 ５．福利厚生費の当月発生額は276,000円であり、このうち個別に把握できるものは220,800円である。 

 ６．製造間接費は直接労務費を基準に予定配賦している。製造間接費の年間予算額は57,600,000円、直接労務

費年間予算額は36,000,000円である。 

 ７．上記の他に、間接材料費613,000円、間接労務費412,000円、間接経費916,620円がある。 
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第５問（20点） 

 ㈱熊本ＣＰＡでは、次年度利益計画に際し、ＣＶＰ分析を実施することとした。下記の［資料］にしたがい、

各設問に答えなさい。なお、計算上端数が生ずる場合、解答時に単位未満（円の場合は円、％の場合は％）を四

捨五入しなさい。 

［資料］ 

 １．年平均販売単価…1,250円 

 ２．総原価に関する資料 

   過去数年間の実績総原価は下記のとおりである。固変分解は高低点法により行う。製造原価は機械加工時

間を操業度とし、正常操業圏は37,500時間から56,250時間の間である。販売費及び一般管理費は販売量を操

業度とし、正常操業圏は12,500個から18,750個の間である。 

年 度 
総原価 操 業 度 

製造費用 販売費及び一般管理費 機械加工時間 販売量 

20X1 10,500,120円 2,647,410円 37,501時間 12,749個 

20X2 12,750,000円 3,187,410円 56,250時間 18,749個 

20X3 10,512,681円 2,626,710円 37,449時間 12,449個 

20X4 12,285,071円 3,130,618円 54,732時間 18,240個 

20X5 12,776,394円 3,196,498円 56,235時間 18,745個 

20X6 11,619,228円 2,892,380円 46,866時間 15,622個 

 ３．製品1個当たり機械加工時間は3時間である。 

 

問１ 次年度の損益分岐点販売量を答えなさい。 

問２ 目標営業利益が5,000,000円の場合、答案用紙の損益計算書を答えなさい。 

問３ 問２の場合の損益分岐点比率を答えなさい。 

問４ 目標売上高営業利益率が24％の場合の目標販売量を答えなさい。 

 



第 146回日商２級 第３回模擬問題  
採 点 欄 

第
１
問 

 

 

 

 

専門学校 東京ＣＰＡ会計学院 受験番号 

第146回 日商簿記検定模擬問題 氏名 

2 級 ① 

生年月日 ．  ．   

 

 商 業 簿 記   

  

第１問（20点） 

 

仕                    訳 

借  方  科  目 金   額 貸  方  科  目 金   額 

１ 

    

２ 

    

３ 

    

４ 

    

５ 
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専門学校 東京ＣＰＡ会計学院 受験番号 

第146回 日商簿記検定模擬問題 氏名 

2 級 ② 

生年月日 ．  ．   

 

 商 業 簿 記   

  

第２問（20点） 

 問１ 

 総 勘 定 元 帳（抜すい）  

 商     品 5 

平成 
29年 

摘  要 借  方 
平成 
29年 

摘  要 貸  方 

4 1 前 期 繰 越      

        

 7 買 掛 金 290,000     

        

      30 次 月 繰 越  

        

         

 問２ 

① 当 月 の 売 上 高 ￥   

② 当 月 の 売 上 原 価 ￥   

③ 当 月 末 の 売 掛 金 勘 定 の 残 高 ￥   

④ 当月末の貸倒引当金勘定の残高 ￥   
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専門学校 東京ＣＰＡ会計学院 受験番号 

第146回 日商簿記検定模擬問題 氏名 

2 級 ③ 

生年月日 ．  ．   

 

 商 業 簿 記   

  

第３問（20点） 

 問１                                         （単位：円） 

① ② ③ ④ 

    

 

 問２ 

  損 益  

   
（  ） （  ）  売 上  （  ） 

 貸 倒 引 当 金 繰 入  （  ）  受 取 配 当 金  （  ） 

 営 業 費 
 
（  ）  受 取 地 代  （  ） 

 減 価 償 却 費  （  ）  
  

    

（  ） （  ）      

   （  ）    （  ） 

            
 

 問３ 

 本 支 店 合 併 貸 借 対 照 表  

成田商事株式会社 平成29年3月31日現在 （単位：円） 

流 動 資 産          

：          

受 取 手 形          

売 掛 金          

貸 倒 引 当 金          

：          
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専門学校 東京ＣＰＡ会計学院 受験番号 

第146回 日商簿記検定模擬問題 氏名 

2 級 ④ 

生年月日 ．  ．   

 

 工 業 簿 記   

  

第４問（20点） 

   賃 金 ・ 給 料    

当 月 支 払 額 [  ] 未払賃金・給料 [  ] 

未払賃金・給料 [  ] 当 月 消 費 額 [  ] 

原 価 差 異 [  ] 原 価 差 異 [  ] 

 [  ]  [  ] 

           製 造 間 接 費    

間 接 材 料 費 [  ] 予 定 配 賦 額 [  ] 

間 接 労 務 費 [  ] 原 価 差 異 [  ] 

間 接 経 費 [  ]      

 [  ]  [  ] 

           仕 掛 品    

月 初 有 高  650,000  当 月 完 成 高 [  ] 

直 接 材 料 費  1,840,000  月 末 有 高  530,000  

直 接 労 務 費 [  ] 
  

   

製 造 間 接 費 [  ]    

 [  ]  [  ] 

         

第５問（20点） 

問１ 損益分岐点販売量  個 

 

問２ 直接原価計算方式の損益計算書 

 Ⅰ．売   上   高 [ 円 ] 

 Ⅱ．変動売上原価 [ 円 ] 

   [      ] [ 円 ] 

 Ⅲ．変 動 販 売 費  [ 円 ] 

   [       ] [ 円 ] 

 Ⅳ．固   定   費 [ 円 ] 

  営 業 利 益 [ 円 ] 

 

問３ 損益分岐点比率  ％ 

    

問４ 目 標 販 売 量  個 
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 日商簿記検定㸰級 第㸱回 模擬問題－解答－  

第㸯問㸦「0Ⅼ㸧 

 
             訳 

借 方 科 目 金 㢠 ㈚ 方 科 目 金 㢠 

㸯 
不 渡 手 形 

 

20,200,000 

 

当 座 預 金 

現 金 

20,000,000 

200,000 

㸰 
租 税 公 課 

通 信 費 

15,000 

2,500 

現 金 

 

17,500 

 

㸱 

減 価 償 却 費 

火 災 未 決 算 

火 災 損 失 

937,500 

32,000,000 

2,937,500 

建 物 

 

 

35,875,000 

 

 

㸲 
電 子 記 録 債 権 売 却 損 

普 通 預 金 

5,000 

1,890,000 

電 子 記 録 債 権 

 

1,895,000 

 

㸳 

ソ フ ト ࢘ ࢙ ア 償 却 

ソ フ ト ࢘ ࢙ ア 除 却 損 

ソ フ ト ࢘ ࢙ ア 

298,000 

149,000 

12,200,000 

ソ フ ト ࢘ ࢙ ア 

 

未 払 金 

447,000 

 

12,200,000 

ࠝ採Ⅼ基準：各 4Ⅼࠞ 
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第㸰問㸦「0Ⅼ㸧 

 問㸯 

 総 ຺ 定 元 帳㸦抜ࡍい㸧  

 商     品 5 

ᖹ成 
「9ᖺ 

摘  要 借  方 
ᖹ成 
「9ᖺ 

摘  要 ㈚  方 

4 1 前 期 繰 越 790,000 4 7 買 掛 金 160,000 

 3 諸 口 1,960,000  13 売 上 原 価 740,000 

 貸 ㈙ 掛 金 「90,000  18 売 上 原 価 820,000 

 15 諸 口 980,000  19 売 上 原 価 1,752,500 

      」0 次 ᭶ 繰 越 547,500 

   4,020,000    4,020,000 

        ࠝ採Ⅼ基準：   ࡁࡘ「Ⅼ1ࡁࡘ   ࠊⅬࠞ 

 

 問㸰 

ձ 当 ᭶ ࡢ 売 ୖ 高 ￥ 4,981,080 

ղ 当 ᭶ ࡢ 売 ୖ 原 価 ￥ 3,312,500 

ճ 当 ᭶ ᮎ ࡢ 売 掛 金 ຺ 定 ࡢ 残 高 ￥ 1,918,400 

մ 当᭶ᮎࡢ㈚倒引当金຺定ࡢ残高 ￥ 1,700,000 

ࠝ採Ⅼ基準：各「Ⅼࠞ 
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第㸱問㸦「0Ⅼ㸧 

 問㸯                                           㸦単：㸧 

ձ ղ ճ մ 

7,576,200 2,000,000 15,000,000 9,500 

ࠝ採Ⅼ基準：各「Ⅼࠞ 

 

 問㸰 

 損 益  

 
㸦 売 上 原 価 㸧 㸦 4,238,700 㸧  売 ୖ  㸦 9,650,000 㸧 

 ㈚ 倒 引 当 金 繰 入  㸦 36,100 㸧  ཷ ྲྀ 配 当 金  㸦 10,000 㸧 

 営 業 費 
 
㸦 1,200,737 㸧  ཷ ྲྀ 地 代  㸦 270,000 㸧 

 減 価 償 却 費  㸦 588,375 㸧  
  

    

㸦 本 店 㸧 㸦 3,866,088 㸧      

   㸦 9,930,000 㸧    㸦 9,930,000 㸧 

            
ࠝ採Ⅼ基準：   ࡁࡘ「Ⅼࠞ 

 

 問㸱 

 ᮏ 支 店 合 併 ㈚ 借 対 照 表  

成田商事株式会社 ᖹ成「9ᖺ」᭶」1日現在 㸦単：㸧 

流 動 資 産          

：          

ཷ ྲྀ 手 形 1,540,000         

売 掛 金 980,000         

㈚ 倒 引 当 金 75,600  2,444,400       

：          

ࠝ採Ⅼ基準：   ࡁࡘ「Ⅼࠞ 
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第㸲問㸦「0Ⅼ㸧 

   賃 金 ࣭ 給 料    

当 ᭶ 支 払 㢠 お 4,753,070 Ｂ ᮍ払賃金࣭給料 お 1,573,510 Ｂ 

ᮍ払賃金࣭給料 お 1,580,070 Ｂ 当 ᭶ 消 費 㢠 お 4,756,010 Ｂ 

原 価 差 異 お  Ｂ 原 価 差 異 お 3,620 Ｂ 

 お 6,333,140 Ｂ  お 6,333,140 Ｂ 

           製 造 間 接 費    

間 接 材 料 費 お 613,000 Ｂ 予 定 配 賦 㢠 お 4,640,000 Ｂ 

間 接 労 ົ 費 お 3,065,180 Ｂ 原 価 差 異 お 10,000 Ｂ 

間 接 経 費 お 971,820 Ｂ      

 お 4,650,000 Ｂ  お 4,650,000 Ｂ 

            掛 品    

᭶ 初 ᭷ 高  買50,000  当 ᭶ 完 成 高 お 9,500,000 Ｂ 

直 接 材 料 費  1,840,000  ᭶ ᮎ ᭷ 高  5」0,000  

直 接 労 ົ 費 お 2,900,000 Ｂ 
  

   

製 造 間 接 費 お 4,640,000 Ｂ    

 お 10,030,000 Ｂ  お 10,030,000 Ｂ 

        ࠝ採Ⅼ基準：   ࡁࡘ「Ⅼࠞ 

 

第㸳問㸦「0Ⅼ㸧 

問㸯 損益ศ岐Ⅼ㈍売量 9,375 個 

ࠝ採Ⅼ基準：4Ⅼࠞ 

 

問㸰 直接原価計算方式ࡢ損益計算書 

 Ϩ㸬売   ୖ   高 お 19,531,250 Ｂ 

 ϩ 㸬 変 動 売 ୖ 原 価 お 5,625,000 Ｂ 

   お変動製造マージンＢ お 13,906,250 Ｂ 

 Ϫ㸬変 動 ㈍ 売 費  お 1,406,250 Ｂ 

   お貢 献 利 益Ｂ お 12,500,000 Ｂ 

 ϫ㸬固   定   費 お 7,500,000 Ｂ 

  営 業 利 益 お 5,000,000 Ｂ 

ࠝ採Ⅼ基準：   ࡁࡘ「Ⅼࠞ 

 

問㸱 損益ศ岐Ⅼ比率 60 ％ 

ࠝ採Ⅼ基準：4Ⅼࠞ 

問㸲 目 標 ㈍ 売 量 15,000 個 

ࠝ採Ⅼ基準：「Ⅼࠞ 
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 日商簿記検定㸰級 第㸱回 模擬問題－解説－  

第㸯問 

 㸯㸬割引を行࡚ࡗいࡓ手形ࡘい࡚ࠊ手形ࡢ振出人ࡀ決済࡛ࡓࡗ࡞ࡁ場合ࠊࡣ手形ࡢ割引を行ࡓࡗ者対࡚ࡋ

請求さࡿࢀこࠋࡿ࡞そࠊࡵࡓࡢ手形ࡢ割引を行ࡓࡗ者ࡣ手形代金を銀行支払う必要ࡀあࠊ࠾࡞ࠋࡿ諸費用

ࠊࡎࡏ計ୖ࡚ࡋ費用ࡣ支払㢠ࡢそࠊࡵࡓࡿ࡞こࡿࡍ請求࡚ࡋ対振出人ࡢ手形ࠊく࡞ࡣ負担࡛ࡢ当社ࡣ

渡手形຺定含ࠋࡿࡵ 

 㸰㸬収入印⣬ࡣ租税公課຺定࡛処理ࠊࡋ郵便ษ手ࡣ通信費຺定࡛処理ࠋࡿࡍ 

 㸱㸬固定資産ࡀ火災ࡾࡼ焼失ࡓࡋ場合ࠊࡣ火災時ࡢ簿価を算出ࠊࡋ火災ᮍ決算ࡢ金㢠ࡣୗ記ࡢ通ࠋࡿ࡞ࡾま

 ࠋࡿ࡞必要ࡀ注意こࡿ直接法を用い࡚い記帳方法ࡢ減価償却ࡢ固定資産ࡣᮏ問࡛ࠊࡓ

   簿価 㸼 保険金㢠 保険金㢠を火災ᮍ決算࡚ࡋ計ୖࠊࡋ差㢠ࡣ火災損失຺定࡛処理ࠋࡿࡍ 

   簿価 㸺 保険金㢠 簿価ࡢ金㢠を火災ᮍ決算࡚ࡋ計ୖࠋࡿࡍ 

  օ 建物：￥100,000,000㸫￥買4,1「5,000㸻￥」5,8貸5,000 

  ֆ 減価償却費：￥100,000,000ェ90％平40ᖺェ5᭶㸦期首㹼火災時㸧/1「᭶㸻￥9」貸,500 

  և 火災損失：օ㸫ֆ㸫￥」「,000,000㸻￥「,9」貸,500 

 㸲㸬電子記録債権ࠊࡣ手形や売ୖ債権を電子化ࠊࡋネッࢺワ࣮クを通ྲྀ࡚ࡌ引ࡀ出来ࡼࡿう新ࡓ開発さࡓࢀ

債権ࡢ形態࡛あࠊ࠾࡞ࠋࡿ当該債権を支払期日前割引いࡓ場合ࠊࡣ割引料を電子記録債権売却損࡚ࡋ処理

 ࠋࡿࡍ

   ※ 普通預金：￥1,895,000㸫￥5,000㸻￥1,890,000 

 㸳㸬ࢯフ࢙࢘ࢺアを除却ࡓࡋ場合ࠊࡣ除却時ࡢ帳簿価㢠をࢯフ࢙࢘ࢺア除却損࡚ࡋ計ୖࢯࠋࡿࡍフ࢙࢘ࢺアࡣ

無形固定資産࡛あࠊࡵࡓࡿそࡢ減価償却ࠊࡣ残Ꮡ価㢠ࠊࣟࢮ償却方法ࡣ定㢠法ࠊ記帳方法ࡣ直接法ࡾࡼ行わࢀ

 ࠋࡿ

  օ ࢯフ࢙࢘ࢺア：￥8,940,000㸫￥8,940,000ェ5貸᭶㸦ᖹ成「4ᖺ貸᭶㹼ᖹ成「9ᖺ」᭶㸧/買0᭶㸻￥44貸,000 

  ֆ ࢯフ࢙࢘ࢺア償却：￥8,940,000ェ「᭶㸦ᖹ成「9ᖺ㸲᭶㹼ᖹ成「9ᖺ5᭶㸧/買0᭶㸻￥「98,000 

  և ࢯフ࢚࢘ࢺア除却損：օ㸫ֆ㸻￥149,000 
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第㸰問 

 商品売㈙関ࡿࡍ問㢟࡛あࠋࡿ商品売㈙࡛ᮏ問を完答ࠊࡣࡵࡓࡿࡍ商品᭷高帳を作成ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿま຺ࠊࡓ

定記入ࡿࡍ場合ࠊࡣୗ記ࡢ訳を転記ࡼࡤࢀࡍいࠊࡀ相手຺定科目ࡀ 「 以ୖ及ぶ場合ࠕࡣ諸口࡚ࠖࡋ記入ࡍ

 ࠋࡿ

㸯㸬商品᭷高帳ࡢ作成㸦払出単価ࡢ計算ࡣ先入先出法㸧 

㸿商品 商 品 ᭷ 高 帳  

日 付 摘 要 
ཷ 入 払 出 残 高 

数量
。個貨 

単価
。貨 

金 㢠 
。貨 

数量
。個貨 

単価
。貨 

金 㢠 
。貨 

数量
。個貨 

単価
。貨 

金 㢠 
。貨 

4/ 1 前 期 繰 越 「00 1,貸00 」40,000    「00 1,貸00 」40,000 

」 ᚨ 山 商 店 500 1,買00 800,000    「00 1,貸00 」40,000 

        500 1,買00 800,000 

貸 ᚨ 山 商 店 △ 100 1,600 △160,000    「00 1,貸00 」40,000 

        400 1,買00 買40,000 

11 アイ࣍ࢲ商店    「00 1,貸00 」40,000    

     」00 1,買00 480,000 100 1,買00 1買0,000 

15 津久礼商店 400 1,買50 買買0,000    100 1,買00 1買0,000 

        400 1,買50 買買0,000 

1貸 福連木商店    100 1,買00 1買0,000    

     」50 1,買50 5貸貸,500 50 1,買50 8「,500 

30 次 月 繰 越    50 1,650 82,500    

  1,000  1,買40,000 1,000  1,買40,000    
 

㹀商品 商 品 ᭷ 高 帳  

日 付 摘 要 
ཷ 入 払 出 残 高 

数量
。個貨 

単価
。貨 

金 㢠 
。貨 

数量
。個貨 

単価
。貨 

金 㢠 
。貨 

数量
。個貨 

単価
。貨 

金 㢠 
。貨 

4/ 1 前 期 繰 越 」00 1,500 450,000    」00 1,500 450,000 

」 ᚨ 山 商 店 800 1,450 1,1買0,000    」00 1,500 450,000 

        800 1,450 1,1買0,000 

貸 ᚨ 山 商 店 「00 1,450 「90,000    」00 1,500 450,000 

        1,000 1,450 1,450,000 

10 指 宿 商 店    」00 1,500 450,000    

     「00 1,450 「90,000 800 1,450 1,1買0,000 

15 津久礼商店 「00 1,買00 」「0,000    800 1,450 1,1買0,000 

        「00 1,買00 」「0,000 

1貸 福連木商店    貸00 1,450 1,015,000 100 1,450 145,000 

        「00 1,買00 」「0,000 

30 次 月 繰 越    100 1,450 145,000    

     200 1,600 320,000    

  1,500  「,「「0,000 1,500  「,「「0,000    

 ※ 入戻ࡋ及び次᭶繰越ࡘい࡚ࠊࡣᮏ来朱書࡛ࡁあࡀࡿ太Ꮠ࡛示࡚ࡋいࠋࡿ 

 ※ 商品᭷高帳ࡢ記帳ࠊࡣ収益ࡢ認識ࡘい࡚検収基準を採用࡚ࡋいࡿ場合࡛あࠊࡶ࡚ࡗ払出ࡓࡋ日を࡚ࡗࡶ記帳

  ࠋࡿ必要࡛あࡀ注意ࠊࡵࡓࡿࡍ
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㸰㸬各日ࡢ処理 

 օ 4/」 

。借貨 商 品 1,9買0,000 。㈚貨 当 ᗙ 預 金 1,000,000 

貨 ㈙ࠌ。    掛 金 9買0,000 

   ※ 商品：500 個ェ￥1,買00＋800 個ェ￥1,450㸻￥1,9買0,000 

   ※ ㈙掛金：￥1,9買0,000㸫￥1,000,000㸦小ษ手振出ࡋ㸧㸻￥9買0,000 

 ֆ 4/貸 

。借貨 商 品 「90,000 。㈚貨 ㈙ 掛 金 「90,000 

。借貨 ㈙ 掛 金 1買0,000 。㈚貨 商 品 1買0,000 

 և 4/10 

   当社ࡢ収益ࡢ認識ࡣ得意先ࡀ検収を終了ࡓࡋ時Ⅼ࡛あࠊࡵࡓࡿ商品を引ࡁ渡ࡓࡋ時Ⅼ࡛ࡣ何ࡽ処理ࡣ行わ࡞いࠋ 

 ֈ 4/11 

   当社ࡢ収益ࡢ認識ࡣ得意先ࡀ検収を終了ࡓࡋ時Ⅼ࡛あࠊࡵࡓࡿ商品を引ࡁ渡ࡓࡋ時Ⅼ࡛ࡣ何ࡽ処理ࡣ行わ࡞いࠋ 

 ։ 4/1」 

   当社࡛ࠊࡣ㈍売ࡘࡢ売ୖ原価຺定振替えࡿ方法を採用࡚ࡋいࠋࡿまࠊࡓ当社ࡢ収益ࡢ認識ࡣ得意先ࡀ検収

を完了ࡓࡋ日࡛あࡿᮏ日ࠋࡿ࡞ 

。借貨 ク ࣞ ࢪ ッ ࢺ 売 掛 金 1,050,000 。㈚貨 売 ୖ 1,050,000 

。借貨 売 ୖ 原 価 貸40,000 。㈚貨 商 品 貸40,000 

   ※ 売ୖ：500 個ェ￥「,100㸻￥1,050,000 

   ※ 売ୖ原価：商品᭷高帳㸦㹀商品㸧10 日ࡾࡼ 

 ֊ 4/15 

。借貨 商 品 980,000 。㈚貨 ཷ ྲྀ 手 形 買00,000 

貨 ㈙ࠌ。    掛 金 」80,000 

   ※ 商品：400 個ェ￥1,買50＋「00 個ェ￥1,買00㸻￥980,000 

   ※ ㈙掛金：￥980,000㸫￥買00,000㸦手形ࡢ裏書譲渡㸧㸻￥」80,000 

  4/1貸 

   当社ࡢ収益ࡢ認識ࡣ得意先ࡀ検収を終了ࡓࡋ時Ⅼ࡛あࠊࡵࡓࡿ商品を引ࡁ渡ࡓࡋ時Ⅼ࡛ࡣ何ࡽ処理ࡣ行わ࡞いࠋ 

  4/18 

   売ୖ値引ࠊࡣࡁ売ୖࡢ᥍除࡚ࡋ処理ࠋࡿࡍ 

。借貨 売 掛 金 1,」」1,080 。㈚貨 売 ୖ 1,」」1,080 

。借貨 売 ୖ 原 価 8「0,000 。㈚貨 商 品 8「0,000 

   ※ 売ୖ：な500 個ェ「5 ㌦㸫」0 個ェ「㌦ｂェ￥10貸㸻￥1,」」1,080 

   ※ 売ୖ原価：商品᭷高帳㸦㸿商品㸧11 日ࡾࡼ 

 ֍ 4/19 

。借貨 現 金 「,買00,000 。㈚貨 売 ୖ 「,買00,000 

。借貨 売 ୖ 原 価 1,貸5「,500 。㈚貨 商 品 1,貸5「,500 

   ※ 売ୖ：450 個ェ￥「,「00＋貸00 個ェ￥「,」00㸻￥「,買00,000 

   ※ 売ୖ原価：商品᭷高帳㸦㸿商品ࠊ㹀商品㸧1貸 日ࡾࡼ 

 ֎ 4/「0 

。借貨 電 子 記 録 債 権 1,000,000 。㈚貨 売 掛 金 1,000,000 
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 ֏ 4/「「 

   前期発生債権ࡘい࡚ࠊ㈚倒引当金ࡀ設定さ࡚ࢀいࠊࡵࡓࡿ当該㈚倒引当金を補填ࠊ࠾࡞ࠋࡿࡍ補填࡛࡞ࡁい

場合ࠊࡣ当該超過㢠を㈚倒損失࡚ࡋ処理ࠋࡿࡍ 

。借貨 ㈚ 倒 引 当 金 」00,000 。㈚貨 売 掛 金 」00,000 

 5」/4  

   売ୖ割引ࠊࡣ利息ࡢ࡚ࡋ性格࡛あࠊࡵࡓࡿ売ୖࡽ᥍除࡞ࡣ࡛ࡢࡿࡍくࠊ売ୖ割引຺定࡛処理ࠋࡿࡍ 

。借貨 売 ୖ 割 引 「0,000 。㈚貨 売 掛 金 「,000,000 

貨 当ࠌ。 ᗙ 預 金 1,980,000    

 ֑ 4/」0 

   問㢟文ࡢ指示ࠊࡾࡼ外㈌建ࡢ売掛金を᭶次決算࡞ࡶいࠊ᭶ᮎࡢ相場ࡾࡼ換算ࠋࡿࡍ 

。借貨 売 掛 金 」貸,」「0 。㈚貨 Ⅽ 替 差 損 益 」貸,」「0 

   ※ な500 個ェ「5 ㌦㸫」0 個ェ「㌦ｂェ｛￥110㸫￥10貸ｂ㸻￥」貸,」「0 

 ձ 売ୖ高：￥1,050,000㸦1」 日㸧＋￥1,」」1,080㸦18 日㸧＋￥「,買00,000㸦19 日㸧㸻￥4,981,080 

 ղ 売ୖ原価：￥貸40,000㸦1」 日㸧＋￥8「0,000㸦18 日㸧＋￥1,貸5「,500㸦19 日㸧㸻￥」,」1「,500 

 ճ 売掛金຺定ࡢ残高：￥4,000,000㸦前期ᮎ残高㸧＋￥1,」」1,080㸦18 日㸧㸫￥1,000,000㸦「0 日㸧 

㸫￥」00,000㸦「「 日㸧㸫￥「,000,000㸦「5 日㸧㸫￥150,000㸦「5 日㸧 

＋￥」貸,」「0㸦」0 日㸧㸻￥1,918,400 

 մ ㈚倒引当金຺定ࡢ残高：￥「,000,000㸦前期ᮎ残高㸧㸫￥」00,000㸦「「 日㸧㸻￥1,貸00,000 
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第㸱問 

㸯㸬決算整理前残高試算表ࡢ᥎定 

  決算整理前残高試算表ࡢձ㹼մࡢ金㢠ࠊࡣᮏ支店会計࠾けࡿ照合຺定ࡢ特ᚩをい࡚ࡋ᥎定ࡿࡍこࠋࡿ࡞

照合຺定ࡣ㈚借逆࡛一致ࡿࡍ特ᚩを᭷࡚ࡋいࠋࡿ 

 残 高 試 算 表 㸦単：㸧 

借 方 ᮏ 店 支 店 ㈚ 方 ᮏ 店 支 店 

現 金 1,買80,000 9「」,000 支 払 手 形 85買,000 「,0「1,000 

当 ᗙ 預 金 1,「00,000 84「,000 ㈙ 掛 金 985,000 1,500,000 

ཷ ྲྀ 手 形 買5「,000 888,000 借 入 金 「,000,000 ――― 

売 掛 金 」48,000 買」「,000 ㈚ 倒 引 当 金 10,「00 9,500 

᭷ 価 証 券 850,000 1「0,000 建物減価償却累計㢠 「,「05,000 1,1「5,000 

繰 越 商 品 」5,買00 「「,「00 車両減価償却累計㢠 5貸「,500 ――― 

建 物 8,000,000 5,000,000 備品減価償却累計㢠 1,15買,「50 81「,500 

車 両 「,500,000 」,000,000 ᮏ 店 ――― 貸,5「買,「00 

備 品 「,000,000 1,買00,000 資 ᮏ 金 15,000,000 ――― 

土 地 買,000,000 4,500,000 利 益 準 備 金 500,000 ――― 

支 店 貸,5貸買,「00 ――― 繰越利益剰余金 「,900,850 ――― 

 入 5,4「0,000 「,「45,000 売 ୖ 9,850,000 9,買50,000 

ᮏ 店 ࡼ ࡾ  入 ――― 「,000,000 支 店  売 ୖ 「,000,000 ――― 

営 業 費 「,「」0,000 1,15「,000 ཷ ྲྀ 配 当 金 5買,000 10,000 

支 払 利 息 50,000 ――― ཷ ྲྀ 地 代 450,000 「貸0,000 

 」8,541,800 「「,9「4,「00  」8,541,800 「「,9「4,「00 

 օ ձࡢ金㢠：￥貸,5「買,「00㸦支店ࡢᮏ店຺定㸧＋￥50,000㸦営業費ᮍ処理㸧㸻￥貸,5貸買,「00 

 ֆ ղࡢ金㢠：￥「,000,000㸦ᮏ店ࡢ支店売ୖ຺定㸧 

 և ճࡢ金㢠：￥」8,541,800㸦ᮏ店ࡢ借方合計㸧㸫￥「」,541,800㸦ᮏ店ࡢ資ᮏ金以外ࡢ合計㢠㸧㸻￥15,000,000 

 ֈ մࡢ金㢠：￥「「,9「4,「00㸦支店ࡢ借方合計㸧㸫￥「「,914,貸00㸦支店ࡢ㈚倒引当金以外ࡢ合計㢠㸧㸻￥9,500 

 

㸰㸬支店ࡢ決算整理 

 օ 営業費ࡢ計ୖ 

。借貨 営 業 費 50,000 。㈚貨 ᮏ 店 50,000 

 ֆ ㈚倒引当金ࡢ設定 

。借貨 ㈚ 倒 引 当 金 繰 入 」買,100 。㈚貨 ㈚ 倒 引 当 金 」買,100 

    ※ な￥888,000㸦整理前Ｔ/㹀ཷྲྀ手形㸧＋￥買」「,000㸦整理前Ｔ/㹀売掛金㸧ｂェ」％ 

㸫￥9,500㸦整理前Ｔ/㹀㈚倒引当金㸧㸻￥」買,100 

 և 売ୖ原価ࡢ算定 

。借貨 売 ୖ 原 価 「「,「00 。㈚貨 繰 越 商 品 「「,「00 

。借貨 売 ୖ 原 価 「,「45,000 。㈚貨  入 「,「45,000 

。借貨 売 ୖ 原 価 「,000,000 。㈚貨 ᮏ 店 ࡼ ࡾ  入 「,000,000 

。借貨 繰 越 商 品 「8,500 。㈚貨 売 ୖ 原 価 「8,500 
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 ֈ 減価償却費ࡢ計ୖ 

。借貨 減 価 償 却 費 588,」貸5 。㈚貨 建 物 減 価 償 却 累 計 㢠 11「,500 

貨 車ࠌ。    両 減 価 償 却 累 計 㢠 「貸9,000 

貨 備ࠌ。    品 減 価 償 却 累 計 㢠 19買,8貸5 

    ※1 建物減価償却累計㢠：￥5,000,000㸦整理前Ｔ/㹀建物㸧ェ90％平40 ᖺ㸻￥11「,500 

    ※「 車両減価償却累計㢠：￥」,000,000㸦整理前Ｔ/㹀車両㸧ェ18,買00 ㎞/「00,000 ㎞㸻￥「貸9,000 

    ※」 備品減価償却累計㢠：｛￥1,買00,000㸦整理前Ｔ/㹀備品㸧 

㸫￥81「,500㸦整理前Ｔ/㹀備品減価償却累計㢠㸧㹻ェ0.「50㸻￥19買,8貸5 

 ։ 営業費ࡢ繰延 

。借貨 前 払 営 業 費 1,「買」 。㈚貨 営 業 費 1,「買」 

 

㸱㸬ᮏ店ࡢ決算整理 

 օ ㈚倒引当金ࡢ設定 

。借貨 ㈚ 倒 引 当 金 繰 入 㢠 19,800 。㈚貨 ㈚ 倒 引 当 金 19,800 

    ※ な￥買5「,000㸦整理前Ｔ/㹀ཷྲྀ手形㸧＋￥」48,000㸦整理前Ｔ/㹀売掛金㸧ｂェ」％ 

㸫￥10,「00㸦整理前Ｔ/㹀㈚倒引当金㸧㸻￥19,800 

 ֆ 売ୖ原価ࡢ算定 

。借貨 売 ୖ 原 価 」5,買00 。㈚貨 繰 越 商 品 」5,買00 

。借貨 売 ୖ 原 価 5,4「0,000 。㈚貨  入 5,4「0,000 

。借貨 繰 越 商 品 4「,000 。㈚貨 売 ୖ 原 価 4「,000 

。借貨 棚 卸 減 耗 費 「,000 。㈚貨 繰 越 商 品 「,000 

。借貨 商 品 評 価 損 1,500 。㈚貨 繰 越 商 品 1,500 

。借貨 売 ୖ 原 価 「,000 。㈚貨 棚 卸 減 耗 費 「,000 

。借貨 売 ୖ 原 価 1,500 。㈚貨 商 品 評 価 損 1,500 

    ※1 棚卸減耗費：￥4「,000㸦帳簿棚卸高㸧㸫￥40,000㸦実地棚卸原価㸧㸻￥「,000 

    ※「 商品評価損：￥40,000㸦実地棚卸原価㸧㸫￥」8,500㸦正味売却価㢠㸧㸻￥1,500 

 և 減価償却費ࡢ計ୖ 

。借貨 減 価 償 却 費 8貸4,買88 。㈚貨 建 物 減 価 償 却 累 計 㢠 180,000 

貨 車ࠌ。    両 減 価 償 却 累 計 㢠 48」,貸50 

貨 備ࠌ。    品 減 価 償 却 累 計 㢠 「10,9」8 

    ※㸯 建物減価償却累計㢠：￥8,000,000㸦整理前Ｔ/㹀建物㸧ェ90％平40 ᖺ㸻￥180,000 

    ※㸰 車両減価償却累計㢠：￥「,500,000㸦整理前Ｔ/㹀車両㸧ェ84,500 ㎞/「00,000 ㎞ 

㸫￥5貸「,500㸦整理前Ｔ/㹀車両減価償却累計㢠㸧㸻￥48」,貸50 

    ※㸱 備品減価償却累計㢠：｛￥「,000,000㸦整理前Ｔ/㹀備品㸧 

㸫￥1,15買,「50㸦整理前Ｔ/㹀備品減価償却累計㢠㸧㹻ェ0.「50≒￥「10,9」8 

 ֈ 営業費ࡢ繰延 

。借貨 前 払 営 業 費 1,500 。㈚貨 営 業 費 1,500 
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 ։ 法人税等ࡢ計ୖ 

。借貨 法人税ࠊఫ民税及び事業税 「,「89,買00 。㈚貨 ᮍ 払 法 人 税 等 「,「89,買00 

    ※ な￥1「,」5買,000㸦ᮏ店࡛ࡢ諸収益合計㸧㸫￥8,590,088㸦ᮏ店࡛ࡢ諸費用合計㸧＋￥」,8買買,088㸦支店ࡢ当

期純利益㸧ｂェ」0％㸻￥「,「89,買00 

 

★支店の会計帳簿★ 

 損益勘定 

 損 益 㸦単：㸧 

売 ୖ 原 価 4,「」8,貸00 売 ୖ 9,買50,000 

㈚ 倒 引 当 金 繰 入 」買,100 ཷ ྲྀ 配 当 金 10,000 

営 業 費 1,「00,貸」貸 ཷ ྲྀ 地 代 「貸0,000 

減 価 償 却 費 588,」貸5 
  

 

ᮏ 店 」,8買買,088  

 9,9」0,000  9,9」0,000 

 

 本店勘定 

 ᮏ 店 㸦単：㸧 

次 期 繰 越 11,44「,「88 決 算 整 理 前 残 高 試 算 表 貸,5「買,「00 

  
 営 業 費 50,000 

 損 益 」,8買買,088 

 11,44「,「88  11,44「,「88 

 

 決算残高勘定 

 繰 越 試 算 表 㸦単：㸧 

現 金 9「」,000 支 払 手 形 「,0「1,000 

当 ᗙ 預 金 84「,000 ㈙ 掛 金 1,500,000 

ཷ ྲྀ 手 形 888,000 ㈚ 倒 引 当 金 45,買00 

売 掛 金 買」「,000 建 物 減 価 償 却 累 計 㢠 1,「」貸,500 

᭷ 価 証 券 1「0,000 車 両 減 価 償 却 累 計 㢠 「貸9,000 

繰 越 商 品 「8,500 備 品 減 価 償 却 累 計 㢠 1,009,」貸5 

前 払 営 業 費 1,「買」 ᮏ 店 11,44「,「88 

建 物 5,000,000 

  

 

車 両 」,000,000  

備 品 1,買00,000  

土 地 4,500,000  

 1貸,5」4,貸買」  1貸,5」4,貸買」 
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★本店の会計帳簿★ 

 損益勘定 

 損 益 㸦単：㸧 

売 ୖ 原 価 5,41貸,100 売 ୖ 9,850,000 

㈚ 倒 引 当 金 繰 入 19,800 支 店  売 ୖ 「,000,000 

営 業 費 「,「「8,500 ཷ ྲྀ 配 当 金 5買,000 

減 価 償 却 費 8貸4,買88 ཷ ྲྀ 地 代 450,000 

支 払 利 息 50,000 支 店 」,8買買,088 

法人税ࠊఫ民税及び事業税 「,「89,買00 
  

 

繰 越 利 益 剰 余 金 5,」4「,400  

 1買,「「「,088  1買,「「「,088 

 

 繰越利益剰余金勘定 

 繰 越 利 益 剰 余 金 㸦単：㸧 

次 期 繰 越 8,「4」,「50 決 算 整 理 前 残 高 試 算 表 「,900,850 

   損 益 5,」4「,400 

 8,「4」,「50  8,「4」,「50 

 

 決算残高勘定 

 繰 越 試 算 表 㸦単：㸧 

現 金 1,買80,000 支 払 手 形 85買,000 

当 ᗙ 預 金 1,「00,000 ㈙ 掛 金 985,000 

ཷ ྲྀ 手 形 買5「,000 借 入 金 「,000,000 

売 掛 金 」48,000 ᮍ 払 法 人 税 等 「,「89,買00 

᭷ 価 証 券 850,000 ㈚ 倒 引 当 金 」0,000 

繰 越 商 品 」8,500 建 物 減 価 償 却 累 計 㢠 「,」85,000 

前 払 営 業 費 1,500 車 両 減 価 償 却 累 計 㢠 1,05買,「50 

建 物 8,000,000 備 品 減 価 償 却 累 計 㢠 1,」買貸,188 

車 両 「,500,000 資 ᮏ 金 15,000,000 

備 品 「,000,000 利 益 準 備 金 500,000 

土 地 買,000,000 繰 越 利 益 剰 余 金 8,「4」,「50 

支 店 11,44「,「88    

 」4,貸1「,「88  」4,貸1「,「88 
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第㸲問 

 ࠋ否ࡿࡁく算定࡛ࡋ労ົ費消費㢠を正 ࢺイン࣏

 

費目別原価計算ࡢ労ົ費計算を問わ࡚ࢀいࠋࡿ費目別原価計算ࡣ原価計算ࡢ第㸯手順࡛あࠊࡾ費目ࡢศ類及び消

費㢠ࡢ算定࣏ࡀインࠋࡿ࡞ࢺ労ົ費ࡣୗ記ࡼࡢうศ類さ࡚ࢀいࠋࡿ 

    
 労ົ費ࡢศ類   

 ࣭賃 金 …製造࡚ࡋいࡿ工員ࡢ給料  

 ࣭給 料 …工場࡛働く事ົ員等ࡢ給料  

 ࣭雑 給 …ࠊࢺ࣮ࣃアࣝࣂイࡢࢺ給料  

 ࣭従 業 員 賞  ࣭ 手 当 …࣮࣎ナࠊࢫ通勤手当等  

 ࣭福 利 費 …社会保険料ࡢ会社負担㢠  

 ࣭退 職 給 付 費 用 …退職金ࡢ見積費用計ୖ㢠  

    
   こ࡚ࡍࡣࡽࢀ個別࡛把握࡛ࡢࡶࡿࡁ限ࠋࡿまࠊࡓ直接労ົ費ࠊࡣࡢࡶࡿ࡞直接工。製造部門貨ࡀ行ࡓࡗ直

接作業対ࡿࡍ賃金ࠊ࡛ࡢ࡞そࡢࡣ全࡚間接労ົ費ࠋࡿ࡞ 

㸯㸬賃金࣭給料຺定ࡢ記帳 

   賃金࣭給料຺定ࠊࡣ事従事ࡓࡋ対価࡚ࡋ支払わࡓࢀ給ࡀ含まࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿࢀ諸手当や福利厚生

費ࡣ基ᮏ的別຺定࡛把握さࡿࢀこ留意࡚ࡋいࡓࡁࡔࡓいࠋまࠊࡓ直接工間接工ࠊ事ົ職員࡛ࡣ消費㢠ࡢ

算定ࡀ異ࠊࡵࡓࡿ࡞説明ࡢ便宜ୖ຺ࠊ定をศけ࡚いくࠋ 

賃金。直接工貨  賃金࣭給料。間接工࣭事ົ職員貨 

当 ᭶ 支 払 㢠 」,194,9買0 ᮍ 払 賃 金 1,059,「10  当 ᭶ 支 払 㢠 1,558,110 ᮍ払賃金࣭給料 514,」00 

ᮍ 払 賃 金 1,0買貸,8貸0 当 ᭶ 消 費 㢠 」,「00,000  ᮍ払賃金࣭給料 51「,「00 当 ᭶ 消 費 㢠 1,55買,010 

   原 価 差 異 」,買「0   「,0貸0,」10  「,0貸0,」10 

 4,「買「,8」0  4,「買「,8」0      

 օ 当᭶支払㢠 

 問㢟文［資料］㸯ࡢ給支給総㢠ࡢෆ訳ࡾࡼ算定さࠋࡿࢀ給支給総㢠ࡣୗ記ࡢ図ࡼࡢう構成さࠋࡿࢀ 

    
 給支給総㢠ෆ訳ࡢ図  

 現 金 支 給 総 㢠 預 ࡾ 金  

 給  支 給 総 㢠  

 支 払 賃 金 諸 手 当  

 基 ᮏ 給 加 給 金   

     
 ᮏ問ࡣ支払賃金を直接的明示ࠊࡎࡽ࠾࡚ࡋ現金支給総㢠ࡽ逆算ࡿࡍ必要ࡀあࠋࡿ 

ձ 直接工 

 㹟㸬給支給総㢠 」,「」4,貸」0 。現金支給総㢠貨＋」59,買00 。預ࡾ金貨㸻」,594,」」0  

 㹠㸬支払賃金 㹟㸫」99,」貸0 。諸手当貨㸻」,194,9買0  

ղ 間接工࣭事ົ職員 

 㹟㸬給支給総㢠 。91「,010 。間接工現金支給総㢠貨＋買0」,100 。事ົ職員現金支給総㢠貨貨＋。1「8,000 。間

接工預ࡾ金貨＋9「,000 。事ົ職員預ࡾ金貨 貨㸻1,貸」5,110  

   㹠㸬支払賃金 㹟㸫。98,000 。間接工諸手当貨＋貸9,000 。事ົ職員諸手当貨 貨㸻1,558,110  
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 ֆ 賃金࣭給料຺定借方ࡢᮍ払賃金࣭給料 問㢟文［資料］㸱ࡢ当᭶ᮍ払㢠 

 և 賃金࣭給料຺定㈚方ࡢᮍ払賃金࣭給料 問㢟文［資料］㸱ࡢ前᭶ᮍ払㢠 

 ֈ 当᭶消費㢠 

  ձ 直接工 

    直接工ࡣ予定賃率ࡾࡼ消費㢠を算定࡚ࡋいࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿ予定賃率直接作業時間を乗࡚ࡌ直接労ົ費

をࠊそࡢࡢ時間を乗࡚ࡌ間接労ົ費を算定ࠋࡿࡍ 

   㹟㸬直接労ົ費 「,000 /時間。予定賃率貨ェ1,450 時間。直接作業時間貨㸻「,900,000 。直接労ົ費貨 

   㹠㸬間接労ົ費 「,000 /時間。予定賃率貨ェ150 時間。そࡢࡢ時間貨㸻」00,000 。間接労ົ費貨 

  ղ 間接工࣭事ົ職員 

    給ࡢ支払い࠾い࡚問㢟ࡣࡢࡿ࡞給計算期間原価計算期間ࡀ一致࡞ࡋいこ࡛あࠋࡿ原価計算࡛

原給計算期間ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿࡍを計算ࡢࡓࡗࡽいく製品ࡓࢀい࡚製造さ࠾原価計算期間ࠊࡣ

価計算期間ࡀ一致࡞ࡋい場合ࠊ給計算期間基࡙い࡚支払わࡓࢀ給料ࡣ原価計算期間対応ࠊࡎࡽ࠾࡚ࡋこ

 ࠋいう見越ࡢを費用ࢀそࠋい࡞ࡽ࡞ࡤࢀけ࡞ࡋう調整ࡼࡿࡍ対応を原価計算期間ࢀ

          
 ＝/「1  ᭶初       ＝/「1  ᭶ᮎ  

    原価計算期間    
       
  ↓ 給与計算期間  ↓   
     
  調整     調整   

          
 

      
 原価計算期間࠾けࡿ賃金給料ࡢ算定方法   

  原価計算期間࠾けࡿ賃金給料㸻給計算期間࠾けࡿ賃金࣭給料＋当᭶ᮍ払賃金࣭給料㸫前᭶ᮍ払賃金࣭給料  

      
 

    1,558,110 。当᭶支払㢠貨＋51「,「00 。当᭶ᮍ払賃金࣭給料貨㸫514,」00 。前᭶ᮍ払賃金࣭給料貨 

㸻1,55買,010 。間接労ົ費貨 

 ։ 原価差異。賃率差異貨 

   直接工ࡣ予定賃率を用い࡚いࠊࡵࡓࡿ実際賃率࡛ࣞࢬࡢ賃率差異ࡀ生ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿࡌ実際賃率࠾けࡿ 

消費㢠ࡢ差㢠࡛賃率差異を算定ࠋࡿࡍ 

ձ 実際賃率࠾けࡿ消費㢠 

  」,194,9買0 。当᭶支払㢠貨＋1,0買貸,8貸0 。当᭶ᮍ払賃金貨㸫1,059,「10 。前᭶ᮍ払賃金貨㸻」,「0」,買「0  

ղ 賃率差異 」,「00,000 。当᭶消費㢠貨㸫ձ㸻△」,買「0 。利差異貨 

  後ࠊࡣ各຺定を合算ࡿࡍ解答ࠋࡿ࡞ 

 

㸰㸬製造間接費຺定ࡢ記入 

  製造間接費຺定ࠊࡣ各費目຺定ࡾࡼ振ࡾ替えࡓࢀࡽ間接材料費ࠊ間接労ົ費ࠊ間接経費ࡀ集計さࠋࡿࢀ 

 օ 間接材料費 問㢟文[資料]７ࡢ間接材料費ࡢ金㢠 

 ֆ 間接労ົ費 

   間接労ົ費ࡣ先述ࡼࡓう従業員支払わࡓࢀ給ࡢうࠊࡕ個別把握࡛ࡀࡢࡶࡿࡁ含まࡀࡓࡋࠋࡿࢀ

 ࠋࡿࢀ処理さ࡚ࡋ経費ࡣࡢࡶい࡞ࡁ把握࡛ࠊࡾ࡞労ົ費ࡀࡢࡶࡿࡁ把握࡛個別ࡣい࡚ࡘ福利厚生費ࠊ࡚ࡗ

   」00,000 。直接工間接労ົ費貨＋1,55買,010 。間接工࣭事ົ職員消費㢠貨＋「「0,800 。福利厚生費個別把握㢠貨

＋5貸買,」貸0 。諸手当貨＋41「,000 。そࡢ間接労ົ費貨㸻」,0買5,180  
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 և 間接経費 55,「00 。福利厚生費貨＋91買,買「0 。そࡢ間接経費貨㸻9貸1,8「0  

 ֈ 予定配賦㢠 

   製造間接費ࡢ予定配賦ࠋࡿ࡞予定配賦率ࡣୗ記ࡼࡢう時間基準金㢠基準ࡀ設け࡚ࢀࡽいࠋࡿ 

       
 配賦基準ࡢ種類  採用根拠  

    ձ直接作業時間基準 ：製造作業ࡢ中心ࡀ手作業࡛あࡿ  
     
  時 間 基 準    
      
   ղ機械加工時間基準 ：製造作業ࡢ中心ࡀ機械加工࡛あࡿ  
    
    ճ 直 接 材 料 費 基 準 ：製造原価ࡢ大部ศࡀ直接材料費࡛あࡿ  
    
  金 㢠 基 準    
      
   մ 直 接 労 ົ 費 基 準 ：製造原価ࡢ大部ศࡀ直接労ົ費࡛あࡿ  
     
       

   ᮏ問ࡣ直接労ົ費を基準࡚ࡋいࠊࡵࡓࡿ予定配賦率当᭶ࡢ直接労ົ費ࡢ㢠を乗࡚ࡌ製造間接費予定配賦㢠 

を算定࡚ࡋいくࠋ 

  ձ 予定配賦率 5貸,買00,000 。製造間接費ᖺ間予算㢠貨平」買,000,000 。ᖺ間直接労ົ費予算㢠貨ェ100㸻1買0％ 

  ղ 予定配賦㢠 ձェ「,900,000 。当᭶直接労ົ費貨㸻4,買40,000  

 ։ 原価差異 4,買40,000 。予定配賦㢠貨㸫4,買50,000 。借方合計貨㸻△10,000 。利差異貨 

㸱㸬掛品຺定ࡢ記入 

 օ 当᭶完成高 10,0」0,000 。借方合計貨㸫5」0,000 。᭶ᮎ᭷高貨㸻9,500,000  

 

第㸳問 

 ࠋ否ࡿࡁく算定࡛ࡋ当期固定費発生㢠を正 ࢺイン࣏

 

高పⅬ法ࡾࡼ総原価を変動費固定費ศ解ࠊࡋ損益ศ岐Ⅼศ析等を行う㹁ＶＰศ析ࠋࡿ࡞㹁ＶＰࡣ （o上下。費

用貨ࠊVoせつme。操業ᗘ貨５ࠊちofじ下。利益貨ࡢ頭文Ꮠを࡛ࡢࡶࡓࡗあࠊࡾ操業ᗘ。㈍売量貨ࡢ増減応࡚ࡌ費用利益ࡢࡀ

費用。変動ࡿࡍ増減࡚ࡌ応㈍売量ࠊࡣ費用ࠋࡿあ࡛ࡢࡶいく࡚ࡗ損益ศ岐Ⅼศ析を行ࠊを踏まえࡿࡍ変化うࡼ

費貨࡞ࡋい費用。固定費貨ࡀあࠊࡵࡓࡿこࢀを区別ࡵࡓࡿࡍ固変ศ解を行う必要ࡀあࠋࡿ 

変動費       固定費      

金㢠    
費用線 

  金㢠      

             
費用線 

               

                 

      
操業ᗘ 

       
操業ᗘ 

 0       0     
           

 

問㸯 損益ศ岐Ⅼ㈍売量ࡢ算定 

㸯㸬高పⅬ法ࡿࡼ固変ศ解 

  固変ศ解ࠊࡣ原価を変動費固定費ศ解ࡿࡍこをいいࠊ専ࡽ利益計画。㹁ＶＰศ析貨ࡵࡓࡢ行わࠋࡿࢀ高

పⅬ法ࠊࡣそࡢ固変ศ解を行う方法ࡢ 1 1ࠊ正常操業圏ෆ࡛順付けを行いを基ࢱ࣮ࢹ実績ࡢ過去ࠊࡾあ࡛ࡘ

番高い操業ᗘపい操業ᗘを用い࡚ศ解ࡿࡍ方法࡛あࠋࡿ比較的ࠊ計算ࡀ容易࡛あࡿこࡽ用いࠋࡿࢀࡽ算定ࡣ

ୗ記ࡢ通࡛ࡾあࠋࡿ 
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 օ 順付け 

   製造費用ࡣ機械加工時間を操業ᗘࠊࡋ㈍売費及び一般管理費ࡣ㈍売量を操業ᗘ࡚ࡋいࠋࡿこࡢࡽࢀ順付

けを行いࠊ用いࢱ࣮ࢹࡿを選択ࠋࡿࡍ 

ᖺᗘ 機械加工時間 順   ㈍売量 順   

「0＝1 」貸,501 時間 յ 1「,貸49 個 յ 

「0＝「 5買,「50 時間 ձ 18,貸49 個 ձ 

「0＝」 」貸,449 時間 正常操業圏外 1「,449 個 正常操業圏外 

「0＝4 54,貸」「 時間 ճ 18,「40 個 ճ 

「0＝5 5買,「」5 時間 ղ 18,貸45 個 ղ 

「0＝買 4買,8買買 時間 մ 15,買「「 個 մ 

   「0＝」 ᖺᗘࡀ最ࡶపい࡛ࢱ࣮ࢹあࠊࡀࡿこࡣࢀ正常操業圏外࡛あࠊࡾこࢀを除外ࡿࡍ 「0＝1 ᖺᗘࡀ最ࡶపい࣮ࢹ

」＝0」ࠊࢱ ᖺᗘࡀ最ࡶ高いࠋࡿ࡞ࢱ࣮ࢹこࡽࢀを用い࡚固変ศ解を行うࠋ 

 ֆ 製造費用ࡢ固変ศ解 

高పⅬ法ࡣ変動費固定費ࡢ性質を用い࡛ࡢࡶࡓあࠊࡾまࡢࢱ࣮ࢹࡢࡘ」ࠊࡎ差㢠を算定ࠋࡿࡍ固定費ࡣ操業ᗘ

࡚ࡌ応操業ᗘࡣ変動費ࠊ࡚ࡋ対ࢀこࠋࡿ࡞ࣟࢮ差引ࠊࡾ費用࡛あࡿࡎ一定㢠生ࡀ金㢠ࠊࡎࡽ係わ変化ࡢ

金㢠ࡀ変動ࡿࡍ費用࡛あࠊࡾ差引࡛差㢠ࡀ生ࡢࢱ࣮ࢹࡢࡘ」ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿࡌ差㢠࡚ࡍࡣ変動費࡛あࠊࡾこࢀ

を 「 操業ᗘ変動㢠ࡾࡓ単当ࠊ更ࠋࡿࡍ変動㢠を算定ࡾࡓ単当ࠊࡾࡼこࡿࡍ変動量࡛除ࡢ操業ᗘࡢࡘ

を乗ࡓࡌ金㢠ࡀそࡢ操業ᗘ࠾けࡿ変動費ࠊࡵࡓࡿ࡞総㢠ࡽ変動費を除ࡿࡍこࠊࡾࡼ固定費を算定ࠋࡿࡍ 

  ձ 1 時間当ࡾࡓ変動費率 

。1「,貸50,000。「0＝「ᖺᗘ貨㸫10,500,1「0。「0＝1ᖺᗘ貨貨平。5買,「50時間。「0＝「ᖺᗘ貨㸫」貸,501時間。「0＝1ᖺᗘ貨貨

㸻1「0 /時間 

  ղ ᖺ間固定費 10,500,1「0 。「0＝1 ᖺᗘ貨㸫ձェ」貸,501 時間。「0＝1 ᖺᗘ貨㸻買,000,000  

  ճ 製品単当ࡾࡓ変動費 ձェ」時間/個。製品単当ࡾࡓ機械加工時間貨㸻」買0 /個 

 և ㈍売費及び一般管理費ࡢ固変ศ解 

  ձ 1 個当ࡾࡓ変動費率 

    。」,18貸,410 。「0＝「 ᖺᗘ貨㸫「,買4貸,410 。「0＝1 ᖺᗘ貨貨平。18,貸49 個。「0＝「 ᖺᗘ貨㸫1「,貸49 個。「0＝1 ᖺᗘ貨貨㸻90

/個 

  ղ ᖺ間固定費 「,買4貸,410 。「0＝1 ᖺᗘ貨㸫ձェ1「,貸49 個。「0＝1 ᖺᗘ貨㸻1,500,000  

㸰㸬損益ศ岐Ⅼ㈍売量ࡢ算定 

 損益ศ岐Ⅼ㈍売量ࡢ算定ࠋࡿ࡞損益ศ岐Ⅼࡣ収益費用ࡀ一致ࡿࡍⅬ࡛あࠊࡾ企業ࡀ最ప限稼࡞ࡀく࡚ࡣいけ 

 ࠋࡿあࡀ場合ࡿ貢献利益率を用い貢献利益㢠ࡾࡓ単当ࠊࡣ具体的ࠋࡿ࡞こࡿࡍい売ୖ高を算定࡞

             
 貢献利益率ࡣ         

       例 貢献利益率ࡀ 40％    

   貢献利益 変動費     貢献利益 40 万 変動費 買0 万   

   売ୖ高     売ୖ高 100 万   

  売ୖ高対ࡿࡍ貢献利益ࡢ割合を示ࠋࡍ  ※貢献利益㢠を貢献利益率࡛除ࡿࡍ売ୖ高ࡀ算定可能 

             
 損益ศ岐Ⅼࡣ営業利益ࡿ࡞ࣟࢮࡀⅬ࡛あࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡿ貢献利益固定費ࡣ同㢠ࠊࡾ࡞固定費を貢献利益

㢠࡛除࡚ࡋ損益ศ岐Ⅼ㈍売量ࡀ算定さࠋࡿࢀ 
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㸯㸬㹁ＶＰศ析ࡢࡵࡓࡢ直接損益計算書ࡢ作成 

直接原価計算方式ࡢ損益計算書 

Ϩ㸬売ୖ高 お 1,「50 /個 Ｂ 

ϩ㸬変動費 お օ    450 /個 Ｂ 

 貢献利益 お 800 /個 Ｂ 

Ϫ㸬固定費 お ֆ 貸,500,000    Ｂ 

 営業利益 お 0    Ｂ 

 օ 単当ࡾࡓ変動費 」買0 /個。単当ࡾࡓ製造費用貨＋90 /個。単当ࡾࡓ㈍売費及び一般管理費貨㸻450 /個 

 ֆ ᖺ間固定費 買,000,000 。製造費用貨＋1,500,000 。㈍売費及び一般管理費貨㸻貸,500,000  

㸰㸬損益ศ岐Ⅼ㈍売量 貸,500,000 。固定費貨平800 /個。単当ࡾࡓ貢献利益貨㸻9,」貸5 個 

 

問㸰 目標営業利益獲得時ࡢ損益計算書ࡢ作成 

 問㸯同様ࠊ目標営業利益ࡀ設定さ࡚ࢀいࡿ場合ࠊ目標営業利益固定費ࡢ合計ࡀ貢献利益ࠊࡵࡓࡿ࡞合計㢠を貢

献利益㢠࡛除࡚ࡋ目標㈍売量を算定ࠊ損益計算書を作成ࠋࡿࡍ 

直接原価計算方式ࡢ損益計算書 

Ϩ㸬売   ୖ   高 お և   19,5」1,「50 Ｂ 

ϩ 㸬 変 動 売 ୖ 原 価 お ֈ    5,買「5,000 Ｂ 

  お変動製造ࢪ࣮࣐ンＢ お ։   1」,90買,「50 Ｂ 

Ϫ㸬変 動 ㈍ 売 費  お ֊    1,40買,「50 Ｂ 

  お貢 献 利 益Ｂ お օ   1「,500,000 Ｂ 

ϫ㸬固   定   費 お  貸,500,000 Ｂ 

 営 業 利 益 お 5,000,000 Ｂ 

 օ 貢献利益 5,000,000 。目標営業利益貨＋貸,500,000 。固定費貨㸻1「,500,000  

 ֆ 目標㈍売量 օ平800 /個。単当ࡾࡓ貢献利益貨㸻15,買「5 個 

 և 売ୖ高 1,「50 /個。㈍売単価貨ェֆ㸻19,5」1,「50  

 ֈ 変動売ୖ原価 」買0 /個。単当ࡾࡓ変動製造費用貨ェֆ㸻5,買「5,000  

 ։ 変動製造ࢪ࣮࣐ン և㸫ֈ㸻1」,90買,「50  

 ֊ 変動㈍売費 90 /個。単当ࡾࡓ変動㈍売費貨ェֆ㸻1,40買,「50  

 

問㸱 損益ศ岐Ⅼ比率 

 損益ศ岐Ⅼ比率ࡣ目標売ୖ高対࡚ࡋ損益ศ岐Ⅼ売ୖ高ࡢ割合ࢀࡀくࡽいを表ࠊࡾ࠾࡚ࡋ企業ࡢ安全性を示

 ࠋࡿ指標࡛あࡍ

        
 損益ศ岐Ⅼ比率ࡢ算定方法    

   安全余裕㢠㸻目標売ୖ高㸫損益ศ岐Ⅼ売ୖ高    

   安全余裕㢠 損益ศ岐Ⅼ売ୖ高    

   目標売ୖ高    

  目標売ୖ高対ࡿࡍ損益ศ岐Ⅼ売ୖ高を示ࠋࡍ  

        
㸯㸬損益ศ岐Ⅼ売ୖ高 1,「50 /個。㈍売単価貨ェ9,」貸5 個。損益ศ岐Ⅼ㈍売量貨㸻11,貸18,貸50  

㸰㸬損益ศ岐Ⅼ比率 11,貸18,貸50 。損益ศ岐Ⅼ売ୖ高貨平19,5」1,「50 。目標売ୖ高貨ェ100㸻買0％ 

問㸲

 売ୖ高営業利益率ࠊࡣ売ୖ高対ࡿࡍ営業利益ࡢ割合を示ࠊࡾ࠾࡚ࡋ売ୖ高対ࡿࡍ儲けࡀいく࡛ࡽあࡓࡗを

表ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡍ売ୖ高営業利益率ࡣୗ記࡛示ࡓࡋ算式ࡾࡼ算定さࠋࡿࢀ

 ᮏ問࡛ࡣこࡢ利益率ࡀ

変わ࡞ࡽいࠋ目標㈍売量をＸ࡚ࡋ算定ࠋࡿࡍ

㸯㸬目標㈍売量

 

問㸲 目標売ୖ高営業利益率

売ୖ高営業利益率ࠊࡣ売ୖ高対ࡿࡍ営業利益ࡢ割合を示ࠊࡾ࠾࡚ࡋ売ୖ高対ࡿࡍ儲けࡀいく࡛ࡽあࡓࡗを

表ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡍ売ୖ高営業利益率ࡣୗ記࡛示ࡓࡋ算式ࡾࡼ算定さࠋࡿࢀ

営業利益

売ୖ高

ᮏ問࡛ࡣこࡢ利益率ࡀ

変わ࡞ࡽいࠋ目標㈍売量をＸ࡚ࡋ算定ࠋࡿࡍ

㸯㸬目標㈍売量 

800Ｘ。貢献利益㢠

目標売ୖ高営業利益率

売ୖ高営業利益率ࠊࡣ売ୖ高対ࡿࡍ営業利益ࡢ割合を示ࠊࡾ࠾࡚ࡋ売ୖ高対ࡿࡍ儲けࡀいく࡛ࡽあࡓࡗを

表ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡍ売ୖ高営業利益率ࡣୗ記࡛示ࡓࡋ算式ࡾࡼ算定さࠋࡿࢀ

営業利益 
ェ 100

売ୖ高 

ᮏ問࡛ࡣこࡢ利益率ࡢ4％」ࡀ時ࡢ目標㈍売量を算定ࠋࡿࡍ㹁ＶＰศ析࡛ࠊࡣ特指示࡞ࡢい場合ࠊ貢献利益率等ࡣ

変わ࡞ࡽいࠋ目標㈍売量をＸ࡚ࡋ算定ࠋࡿࡍ

 

貢献利益㢠貨㸫

1,「50

目標売ୖ高営業利益率 目標㈍売量ࡢ場合ࡢ4％」

売ୖ高営業利益率ࠊࡣ売ୖ高対ࡿࡍ営業利益ࡢ割合を示ࠊࡾ࠾࡚ࡋ売ୖ高対ࡿࡍ儲けࡀいく࡛ࡽあࡓࡗを

表ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡍ売ୖ高営業利益率ࡣୗ記࡛示ࡓࡋ算式ࡾࡼ算定さࠋࡿࢀ

100 㸻 売ୖ高営業利益率

ࡣ貢献利益率等ࠊい場合࡞ࡢ指示特ࠊࡣ㹁ＶＰศ析࡛ࠋࡿࡍ目標㈍売量を算定ࡢ時ࡢ％

変わ࡞ࡽいࠋ目標㈍売量をＸ࡚ࡋ算定ࠋࡿࡍ

㸫貸,500,000。

1,「50Ｘ 

800Ｘ㸫

解答࣭解説

目標㈍売量ࡢ場合ࡢ％

売ୖ高営業利益率ࠊࡣ売ୖ高対ࡿࡍ営業利益ࡢ割合を示ࠊࡾ࠾࡚ࡋ売ୖ高対ࡿࡍ儲けࡀいく࡛ࡽあࡓࡗを

表ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡍ売ୖ高営業利益率ࡣୗ記࡛示ࡓࡋ算式ࡾࡼ算定さࠋࡿࢀ

売ୖ高営業利益率

ࡣ貢献利益率等ࠊい場合࡞ࡢ指示特ࠊࡣ㹁ＶＰศ析࡛ࠋࡿࡍ目標㈍売量を算定ࡢ時ࡢ％

変わ࡞ࡽいࠋ目標㈍売量をＸ࡚ࡋ算定ࠋࡿࡍ 

貸,500,000。固定費貨 

Ｘ㸫貸,500,000 

500Ｘ 

Ｘ 

解答࣭解説 18 / 

 目標㈍売量ࡢ場合ࡢ％

売ୖ高営業利益率ࠊࡣ売ୖ高対ࡿࡍ営業利益ࡢ割合を示ࠊࡾ࠾࡚ࡋ売ୖ高対ࡿࡍ儲けࡀいく࡛ࡽあࡓࡗを

表ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡍ売ୖ高営業利益率ࡣୗ記࡛示ࡓࡋ算式ࡾࡼ算定さࠋࡿࢀ

売ୖ高営業利益率 

ࡣ貢献利益率等ࠊい場合࡞ࡢ指示特ࠊࡣ㹁ＶＰศ析࡛ࠋࡿࡍ目標㈍売量を算定ࡢ時ࡢ％

㸻 0.「4 

 㸻 」00Ｘ 

 㸻 貸,500,000

 㸻 15,000
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売ୖ高営業利益率ࠊࡣ売ୖ高対ࡿࡍ営業利益ࡢ割合を示ࠊࡾ࠾࡚ࡋ売ୖ高対ࡿࡍ儲けࡀいく࡛ࡽあࡓࡗを

表ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡍ売ୖ高営業利益率ࡣୗ記࡛示ࡓࡋ算式ࡾࡼ算定さࠋࡿࢀ

ࡣ貢献利益率等ࠊい場合࡞ࡢ指示特ࠊࡣ㹁ＶＰศ析࡛ࠋࡿࡍ目標㈍売量を算定ࡢ時ࡢ％

 

 

貸,500,000 

15,000個 

第 14買 回日商㸰⣭

売ୖ高営業利益率ࠊࡣ売ୖ高対ࡿࡍ営業利益ࡢ割合を示ࠊࡾ࠾࡚ࡋ売ୖ高対ࡿࡍ儲けࡀいく࡛ࡽあࡓࡗを

表ࠊ࡚ࡗࡀࡓࡋࠋࡍ売ୖ高営業利益率ࡣୗ記࡛示ࡓࡋ算式ࡾࡼ算定さࠋࡿࢀ 

ࡣ貢献利益率等ࠊい場合࡞ࡢ指示特ࠊࡣ㹁ＶＰศ析࡛ࠋࡿࡍ目標㈍売量を算定ࡢ時ࡢ％

回日商㸰⣭ 

売ୖ高営業利益率ࠊࡣ売ୖ高対ࡿࡍ営業利益ࡢ割合を示ࠊࡾ࠾࡚ࡋ売ୖ高対ࡿࡍ儲けࡀいく࡛ࡽあࡓࡗを

ࡣ貢献利益率等ࠊい場合࡞ࡢ指示特ࠊࡣ㹁ＶＰศ析࡛ࠋࡿࡍ目標㈍売量を算定ࡢ時ࡢ％

 第㸱回模擬問㢟

売ୖ高営業利益率ࠊࡣ売ୖ高対ࡿࡍ営業利益ࡢ割合を示ࠊࡾ࠾࡚ࡋ売ୖ高対ࡿࡍ儲けࡀいく࡛ࡽあࡓࡗを

ࡣ貢献利益率等ࠊい場合࡞ࡢ指示特ࠊࡣ㹁ＶＰศ析࡛ࠋࡿࡍ目標㈍売量を算定ࡢ時ࡢ％

 

回模擬問㢟 

売ୖ高営業利益率ࠊࡣ売ୖ高対ࡿࡍ営業利益ࡢ割合を示ࠊࡾ࠾࡚ࡋ売ୖ高対ࡿࡍ儲けࡀいく࡛ࡽあࡓࡗを

ࡣ貢献利益率等ࠊい場合࡞ࡢ指示特ࠊࡣ㹁ＶＰศ析࡛ࠋࡿࡍ目標㈍売量を算定ࡢ時ࡢ％


